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あいさつ 

                                                     鹿児島県立錦江湾高等学校 

                                                          校 長  山 﨑   巧 

 

  本校のＳＳＨ事業も 15 年の節目を終えようとしています。本誌は第３期３年目の報告となります。 

 第３期事業は、理数科・普通科ともに全校体制で推進し、あわせて生徒一人一人の主体的な探究活

動をより推進していく観点からプログラムを刷新しています。 

 研究開発のテーマは                                                            

 として、普通科はロジックプログラム，理数科はアクティブサイエンスというプログラムを開発して、

この３年間は概ね計画に沿って進めてきました。今年度は全学年とも新たなプログラムを実施する完

成年度であり、実施結果に対しての文部科学省の中間審査も、10 月末日に行われました。 

その後、11 月８日には、県内４校で準備を進めてきた鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタを、宝山ホール

にて 800 人規模の参加者で実施しました。フェスタには、宮崎県立宮崎北高等学校・佐賀県立致遠館

高等学校も含む県内外の 10 高校が参加して、課題研究の成果を競い合う形で、生徒からの質問も多

く、盛会のうちに終了しました。このＳＳＨ交流フェスタが、今後もＳＳＨの広報周知とともに、県

内の理数系人材育成の拠点の役割を果たしてくれればと祈念します。 

  また、２月７日には、本校１年間の成果発表の場として宝山ホールでＳＳＨ課題研究発表会を開催

し、同日第２回ＳＳＨ運営指導委員会で１年間の取組に対し貴重な指導助言をいただきました。 

 

この１年間を振り返りますと、大学や卒業生との外部連携も軌道に乗り、国際交流研修を理数科全

体に拡大し、生徒たちの探究活動は明らかに活性化し、校内組織体制も充実したと考えます。探究の

過程を学科・学年ごとに、基礎訓練期・探究展開期・普及発展期と時系列で整理し、全校で推進する

ことにより、探究活動を深化・拡充できるとした本プログラムは、本校の教育活動の中心的役割を果

たすようになっています。 

  本プログラム開発の目的は、本校教育の人間形成において、自ら課題を発見して検証し、広くその

課題を他者と共有できるグローバルかつ探究的・科学的な人材の育成を目指すということに尽きます。 

日常の授業や評価問題、講演会等での生徒の質問力は、確実に向上していると感じます。本誌に掲載

されている教諭及び生徒たちの自己評価も、その成果の一端を語っています。 

 ただ、この３年間の実践を通じた課題も、以下のとおり明らかになりました。 

① 課題研究がキャリア形成により資するよう、ＳＳＨ事業と進路指導部事業と関連を強めるカリ

キュラム改善が必要であること。 

② 探究指導初心者のため、各指導者が蓄積するノウハウを共有して冊子化する必要があること。 

③ 授業のあり方を、基礎習得－基礎活用－探究という階層で整理して、評価と関連付けること。 

 

  第３期の完成期を迎えて成果と課題を得た今、高大接続改革も始まる新しい時代にどうプログラム

を刷新・改善していくかが、とても大切だと感じます。そういう意味で、県教育庁、鹿児島大学、南

日本新聞社をはじめ、多くの関係者の方々からご指導を賜りながら、時代変化をしっかりと見据え本

事業を推進して行く所存です。今後とも、ご協力・ご鞭撻のほど宜しくお願いします。 

「生徒主体の深い学びと広い学びを目指す錦江湾ＳＳＨプロジェクト」            

 －生き方を論理的・科学的にデザインできる、グローバルで探究的な人材育成を   

  目指すプログラムの開発と実践－ 
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別紙様式１－１ 

鹿児島県立錦江湾高等学校 指定第３期目 ２９～０３ 

 

➊令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（要約） 

 

①  研究開発課題  

 生徒主体の深い学びと広い学びを目指す錦江湾ＳＳＨ探究プロジェクト 

②  研究開発の概要  

 生徒一人一人が主体的に活動し自らの将来を論理的・科学的にデザインできるグローバルかつ探

究的な人材育成を目指し、以下の研究課題を設定し研究開発を実施した。 

（１） 学校設定教科・科目として理数科に「アクティブサイエンス」、普通科に「ロジックプログ

ラム」を設定し、理数科のみ実施していた課題研究を普通科も含めた全校規模で実施した。 

（２） １年次を基礎訓練期、２年次を探究展開期、３年次を普及発展期と位置づけ、年ごとに深

化拡充する探究モデルを展開する。 

（３） 課題研究の充実の拠点として「ＳＳＨ図書コーナー」を設置する。 

（４） 大学や企業等連携の多様化を図り、高度な課題研究とともに社会貢献も推進し、キャリア

デザイン力を育成する。 

（５） 国際性の向上・普及のため、海外サイエンス研修等を推進する。 

（６） プログラムの評価の観点・基準・方法を開発し年次更新を推進する。 

（７） ＳＳＨ卒業生等ロールモデルとなる人材ネットワークを構築する。 

（８） 校内に授業改善委員会を組織し、職員全体でアクティブラーニングによる授業改善・評価

・カリキュラムの研究を推進する。学校設定科目も研究・開発する。 

③  令和元年度実施規模  
  

学科 
１年生 ２年生 ３年生 計  

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

理数科 80 ２ 76 ２ 74 ２ 230  ６ 

普通科 文系 
160 ４ 

75 ２ 68 ２ 
465 12 

理系 80 ２ 82 ２ 

（備考）理数科・普通科の生徒全員をＳＳＨの対象生徒とする。 
 

④  研究開発内容  

○研究計画 

第１年次 第１年次（平成29年度）－基礎訓練期まで－ 

(１) 校内指導と外部連携      (２) ＳＳＨ図書コーナーの設置と活用 

(３) 理数科アクティブサイエンス「ベーシックサイエンス」（ＢＳ） 

(４) 普通科ロジックプログラム 「ロジックプログラムⅠ」（ＬＰ） 

（５） ＳＳＨ特別事業        （６） サイエンス部の活性化 

（７） 地域・社会への成果普及と貢献 （８） 研究成果の公表・普及 
 

第２年次 第２年次（平成30年度） －探究展開期まで－ 

  第１年次の実施内容に加えて 

（１） アクティブサイエンス、ロジックプログラムの適切な実施と評価(探究発展

期まで) 

  ・１年生は前年度の評価により修正されたプログラムの実施 

  ・理数科２年生「サイエンスリサーチ」 
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 ・普通科２年生「ロジックプログラムⅡ」 

    ※ ３年生（理数科）については経過措置期間で実施計画した「錦江湾スーパー

サイエンスプラン」を大学や小中学校との連携を進めながら実施していく。 

（２） 普通科・理数科の代表者による海外サイエンス研修の実施 

  ・成功大學と建国高級中学での共同実験とプレゼンテーション交流 

  ・国内研修旅行では、京都大学・同志社大学と京都教育大学附属高校でのプレ

ゼン交流。 

（３） 鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会の設置と開催 
 

第３年次 第３年次（令和元年度） －普及発展期までの完成年度－ 

  第２年次の実施内容に加えて 

（１） アクティブサイエンス、ロジックプログラムの適切な実施と評価(普及発展

期まで) 

  ・１・２年生は前年度の評価により修正されたプログラムの実施 

  ・理数科３年生「サイエンスキャリア」 

 ・普通科３年生「ロジックプログラムⅢ」 

（２） 理数科２年生全生徒による国際交流研修の実施 

    普通科２年生の代表者による海外サイエンス研修の実施（中止） 

(３) 次年度の高大接続改革に対する取組も踏まえた中間評価への対応 

（４） 県ＳＳＨ交流フェスタの企画・運営 

（５） ４年目・５年目に向けて３年間のプログラムの評価による見直し 
 

第４年次 第４年次（令和２年度） －成熟期－ 

  第３年次の実施内容に加えて 

（１） 新たなプログラムの推進と最終年度に向けた検討 

（２） 学校設定教科・科目についての改善 

（３） アクティブラーニングによる授業改善・評価等を含めた具体的な対応 

（４） 定期考査等の評価問題(探究的問題)の全面的な検討と見直し 

（５） 高大連携から高大接続への移行を研究 

（６） 県ＳＳＨ連絡協議会と中学校や小学校の理科数学教育研究会との合同連絡会

を組織 
 

第５年次 第５年次（令和３年度） －最終評価期－ 

  第４年次の実施内容に加えて 

（１） 次年度の構想を踏まえて最終年度のプログラムの実施 

（２） ５年間の探究活動と普及活動、諸実績の総括的評価 

（３） 授業改善の推進とその評価・総括 

（４） 第Ⅳ期計画への総合的対応策の準備 

（５） 県小中高大による理数科教育連絡協議会の交流研修会の実施 
 

 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

 教育課程の特例として以下のように学校設定教科・科目を設定 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 

理数科 ベーシックサイエンス ３ 
総合的な探究の時間 １ 

第１学年 
社会と情報 ２ 

理数科 サイエンスリサーチ ２ 
総合的な学習の時間 １ 

第２学年 
課題研究 １ 

理数科 サイエンスキャリア １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 

普通科 ロジックプログラムⅠ ３ 
総合的な探究の時間 １ 

第１学年 
社会と情報 ２ 

普通科 ロジックプログラムⅡ １ 総合的な学習の時間 １ 第２学年 

普通科 ロジックプログラムⅢ １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 

 

 



- 3 - 

○令和元年度の教育課程の内容 

 理数科は、学校設定教科に「アクティブサイエンス（ＡＳ）」を設定し、課題研究を実施する。

１年次に「ベーシックサイエンス（ＢＳ）」３単位を配置し、課題研究の基礎及び２年次の研究テ

ーマを設定する。２年次は「サイエンスリサーチ（ＳＲ）」２単位で本格的な課題研究を行い、３

年次「サイエンスキャリア（ＳＣ）」１単位の論文作成に発展させるようにした。 

普通科は、学校設定教科に「ロジックプログラム（ＬＰ）」を設定し、課題研究の基礎を学ぶ１

年次の「ＬＰⅠ」３単位、課題研究を行う２年次の「ＬＰⅡ」１単位、論文にまとめを行う３年次

の「ＬＰⅢ」１単位を配置した。 
 

○具体的な研究事項・活動内容 

（１）校内指導と外部連携の関連 

    課題研究を始めとして、リテラシー講座や挑戦人などのイベントで、校内の担当職員による

指導の下、大学等の外部機関と連携し内容を深化充実させた。 

（２）ＳＳＨ図書コーナーの設置と活用 

    生徒の科学への興味の深化充実、課題研究の情報庫としてＳＳＨ図書コーナーを設置し、科

学図書の充実とインターネット環境の充実に努める。生徒個別化・主体化の推進。 

（３）理数科アクティブサイエンス 

    ア １年生 ベーシックサイエンス（ＢＳ）基礎訓練期 

     探究基礎・リテラシー講座・アカデミックイベント・課題研究導入から構成。科学への

興味を喚起し、自然科学全般の基礎知識の習得と論理的・科学的思考力を育成する。 

イ ２年生サイエンスリサーチ（ＳＲ）探究発展期  

     １年次に立てた計画に基づき、課題研究を実施する。テーマの内容により、外部研究

者と連携し充実した研究活動を展開する。 

ウ ３年生サイエンスキャリア（ＳＣ）普及発展期 

  ２年次の課題研究を論文にまとめ、大会等で発表する。 

（４）普通科ロジックプログラム 

    ア １年生 ロジックプログラムⅠ（ＬＰⅠ）基礎訓練期 

       新聞ポスターの制作・リテラシー講座・プレ課題研究から構成。幅広い科学的・社会的

素養と科学的・論理的思考力を育成し、２年次に実施する課題研究の基礎を築く。 

イ ２年生 ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ）探究発展期 

担当職員の指導の下、ロジックプログラムⅠで作成した計画を基にグループ研究で課題

研究を実施。県内の大学や博物館等とも連携し研究を深化させる。 

ウ ３年生 ロジックプログラムⅢ（ＬＰⅢ）普及発展期 

  ２年次の課題研究を論文にまとめ、大会等で発表する。 

（５）ＳＳＨ特別事業 

錦江湾洋上体験学習、挑戦人、フィールドワーク、海外サイエンス研修、論文作成講座等 

（６）サイエンス系部活動の活性化 

    ＳＳＨ生徒理科研究発表大会 等 

（７）地域・社会へ成果普及と貢献 

    鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会、わくわく実験教室、小・中学校出前授業、ボランティア 等 

（８）研究成果の公表・普及 

     ＳＳＨ生徒研究発表会、県ＳＳＨ交流フェスタ 等 

（９）運営指導委員会の開催 
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⑤  研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

（１）今年度ＳＳＨ用のホームページを大幅に更新し、研究成果や教材等を公開 

（２）第１回県ＳＳＨ交流フェスタを開催し、県内外のＳＳＨ校等とともに研究成果を普及 

（３）「ヤンバルトサカヤスデ」の研究成果について、鹿児島市を通して広く市民に還元 
 

○実施による成果とその評価 

（１）校内指導と外部連携 

  ア 課題研究の充実のため、校内指導の徹底と外部連携の拡充を図った。 

イ ＯＢ・ＯＧの人材リストを作成し「卒業生からのアドバイス講座」を実施した。 

ウ 国際交流研修において、台湾市立陽明髙級中學で研究発表を実施した。 

（２）ＳＳＨ図書コーナーの設置と活用 

   ア  課題研究のテーマ設定の主体化のため蔵書の充実を図り、関連図書801冊となった。 

  イ 先行文献から課題を発見する「書誌学」の充実を図り、さらに、「情報探査」において、論文

検索と引用方法を指導したことで先行研究の活用に関する意識付けができた。 

（３）理数科アクティブサイエンス 

  ア ベーシックサイエンス（ＢＳ） 

２年次の「ＳＲ」で実施する課題研究が生徒主体で充実したものになるように３単位を割

り振り、課題研究の基礎知識と実験技術の習得や科学的思考力を育成するために、探究基礎、

リテラシー講座、アカデミックイベント、課題研究導入を実施した。特に、探究基礎でグル

ープ毎に行う「テーマ学習」を実施したことで、２年次の課題研究を主体的に行える効果的

な取り組みとなった。 

  イ サイエンスリサーチ（ＳＲ） 

    ８分野12タイトルで課題研究を実施した。全ての班が発表会でステージ発表を行う全校

体制で実施できた。各種大会・学会において多くの賞を受賞した。 

  ウ サイエンスキャリア（ＳＣ） 

    ２年次の課題研究を論文にまとめた。研究内容の優秀な班は、神戸でのＳＳＨ生徒研究

発表会等で発表を行い、生徒投票賞を受賞した。 

（４）普通科ロジックプログラム 

  ア ロジックプログラムⅠ（ＬＰⅠ） 

課題研究の基礎訓練期として３単位の時間をかけた。新聞社と提携した「新聞ポスターの

制作」では、テーマを設定し、グループで考えを討議し、まとめる過程を通して「情報収

集力」や「まとめる力」がついたと実感させることができた。「リテラシー講座」では、

日頃の授業では学ぶことのできない内容を校内外の先生方から学び、これから取り組む課

題研究の様々なヒントを得ることができた。「プレ課題研究」ではクラスを解体し、生徒

の興味あるテーマ毎にグループを構成し、課題研究の方法を習得することができた。生徒

たちは興味とテーマの関連を自己評価し、２年次の課題設定とグルーピングを行った。 

イ ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ） 

    ７分野38タイトルで課題研究を実施した。大学生とのコラボレーションで課題研究を行

う実験的な取り組みは良く、これからこの方法を確立させていきたい。 

  ウ ロジックプログラムⅢ（ＬＰⅢ） 

２年次の課題研究を論文にまとめた。研究内容の優秀な班は、崇城大学が主催する課題

研究発表会等で発表を行った。 



- 5 - 

（５）ＳＳＨ特別事業 

   早期に専門の講師による「錦江湾洋上体験学習」、「アカデミックイベント」を実施することで、

生徒の科学への興味・関心を高め、ＳＳＨへの主体的な意識を持たせることができた。 

   海外サイエンス研修では、英語力とコミュニケーション力の向上を図り、グローバルで探

究的な人材育成につながる取り組みを行った。 

（６）サイエンス部の活性化 

   新入生への教育システムが完成し、研究と実験教室の二本柱からなる部の活動を自主的に 

運営できるようになった。大会にも積極的に参加し多くの賞を受賞できた。 

（７）地域社会への成果普及と貢献 

   鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会の幹事校として、県外ＳＳＨ校２校、県内のＳＳＨ校以外４校

が参加する県ＳＳＨ交流フェスタを開催。課題研究について県内の高校への普及に努めた。 

   小中学校・大型商業施設での出前授業・実験教室では、生徒が主体となり企画・運営する

ことができた。約2500人の子供に理科の楽しさを伝えられた。 

（８）研究結果の公表・普及 

   課題研究及びサイエンス部により県最優秀賞の他、多くの賞を受賞することができた。 
 

○実施上の課題と今後の取組 

（１）課題研究の充実 

  ○ 課題研究の評価 

プログラムの評価の観点・基準・方法を開発し年次更新を推進 

  ○ 職員研修 

外部人材に頼らない本校職員で実施できる校内研修用教材の開発 

  ○ 鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 

県内外からの参加数の増加、及びポスター発表の形式や審査の在り方についての検討 

  ○ ロジックプログラム 

普通科のロジックプログラムにおける外部機関との連携や細やかな指導 

（２）鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会の運営 

本校が設立した鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会について、活動内容や運営方法等について改善

を図る。 

（３）国際性の向上・普及のための海外サイエンス研修の充実 

大学での共同実験のテーマ設定・内容等について、より充実したものに改善する。 

（４）ＳＳＨ設定教科で得たことの教科指導への普及 

課題研究を各教科の授業に組織的・計画的に推進することが新たな課題である。授業改善

委員会で、来年に向けて各教科で探究的な視点につながる教材分析や計画を作成する。 

（５）ＳＳＨ卒業生等ロールモデルとなる人材ネットワークを構築 

   ＯＢ・ＯＧの人材リストを充実させ、課題研究においても人材活用を図る。 
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別紙様式２－１ 

鹿児島県立錦江湾高等学校 指定第３期目 ２９～０３ 

 

➋令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果  

第３期ＳＳＨは、「生徒主体の深い学びと広い学びを目指す錦江湾ＳＳＨプロジェクト－生き方

を論理的・科学的にデザインできる、グローバルで探究的な人材育成を目指すプログラムの開発と

実践－」をテーマに設定した。学校設定教科として、普通科に「ロジックプログラム（ＬＰ）」、

理数科に「アクティブサインス（ＡＳ）」を設置して課題研究に取り組み、年次的に基礎訓練期

（１年生）、探究開発期（２年生）、普及発展期（３年生）と位置づけ、今年度普及発展期まで

を実践し、一連のプログラムが完成した。１年次に時間を十分に取り、多様な科学リテラシー講

座を設置し、科学系外部連携の多様化を図り、３学期からプレ課題研究を行うことで、生徒の主体

的かつ適切なテーマ設定ができた。２年次では１年次の経験を踏まえ課題研究を推進し、さらに海

外サイエンス研修により理数教育の国際性向上を図った。３年次に論文にまとめ、発表を行った。

全生徒が課題研究を柱とする科学的探究活動に主体的に取り組み、学びを深化充実させながら論

理的・科学的思考力を育成することができた。 

育成したい能力として「発見・活用力」、「処理・分析力」、「まとめる力」、「表現力」、「コミュニ

ケーション力」の５観点を設定したが、アンケート結果から３年間を通して理数科・普通科ともに

全ての項目が向上した。「非常に高まった」と「高まった」を合わせた割合を見ると、理数科では

「発見・活用力」、「処理・分析力」、「表現力」がそれぞれ21.6、23.2、19.9ポイント、普通科では

「処理・分析力」、「表現力」がそれぞれ18.5、24.7ポイントと大きく向上した。（アンケート結果

は関連資料に掲載）授業への参加についても、80％の職員が「非常に積極的」と「積極的」と回答

するなど、生徒がＳＳＨの授業に積極的に参加していたと捉えている。アンケートの結果から、学

科の特性に応じた科学的人材育成のため、広く深い学びのプログラムを展開することができたこと

が分かる。  
 

（１）校内指導と外部連携の関連 

２年次の課題研究を始めとして、リテラシー講座や挑戦人などのイベントで、校内の担当職

員による指導の下、大学等の外部機関と連携し内容を深化充実させた。課題研究では、生徒が

設定したテーマの内容に応じて、校内サイエンス班、外部連携班（県内・県外）、国際サイエ

ンス班に分かれて、課題研究のテーマと指導者の専門性が一致するように大学等の連携を行っ

た。大学や企業等連携の多様化を図り、高度な課題研究とともに社会貢献も推進し、キャリア

デザイン力の育成にもつながった。 

また、ＯＢ・ＯＧの活用を図るため、ＳＳＨ１期生と２期生、特にサイエンス系部活動で活

動した生徒を中心に聞き取り調査を行い、協力可能な人材リストを作成した。その中から「先

輩からのアドバイス講座Ⅱ」の講師として、社会人と研究者の立場から講演を依頼した。大学

や大学院での深化拡充の過程、また企業に就職して高校時代に学んだＳＳＨがどのように生

きるかなどを聴き、生徒にとって有意義な講演となった。高校時代のテーマを現在も継続研

究している姿や、実社会で活躍している姿は、生徒に対して「ロールモデル」を示すことが

できた。 

（２）ＳＳＨ図書コーナーの設置と活用 

ＳＳＨ図書コーナーの設置により、科学基礎の図書購入や検索ソフト、コピー機の導入な
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ど、設備面で当初計画を達成できた。関連図書は801冊となった。先行文献から課題を発見す

る点に課題があったため、１年リテラシー講座「書誌学」において指導の充実を図った。さ

らに、普通科・理数科ともにリテラシー講座「情報探査」において、論文検索と引用方法を

指導したことで先行研究の活用に関する意識付けをすることができた。 

（３）理数科アクティブサイエンス 

理数科の「ＡＳ」では、１年次に「ＢＳ」３単位を配置し、本格的な課題研究を行う「ＳＲ」

２単位の取組に接続し、３年次「ＳＣ」１単位の活動に発展させるようにした。２年次では希望

するチームは定期的に大学での実験を行い、課題研究の主体化・高度化を促進している。 

 ○ ベーシックサイエンス（ＢＳ） 

２年次の「ＳＲ」で実施する課題研究が生徒主体で充実したものになり、課題研究の基礎知

識と実験技術の習得や科学的思考力を育成するために、以下の取組ができた。 

・「探究基礎」：基礎知識→実験→考察の探究サイクルの確立により、基礎知識と実験技術

を活用した探究方法を習得し、科学的・論理的思考力を育成できた。「テーマ学習」におけ

るテーマ設定、先行研究の検索、実験の計画・考察、プレゼンテーション等の実施は、２年次

の主体的な課題研究につながる効果的な取組となった。 

・「リテラシー講座」：幅広い分野の基礎知識を習得し科学的思考力が向上した。 

・「アカデミックイベント」：鹿児島大学と連携し、５コースに分かれて本格的な科学機器

を用いた実験講座により、早期に理数への興味・関心を高めることができた。 

・「課題研究導入」：１年生３学期の設定することで幅広い観点からテーマを決定できた。 

 ○ サイエンスリサーチ（ＳＲ） 

１年次のＢＳにおける「課題研究導入」で、自らの課題の修正が可能となり、スムーズに課

題研究を進めることができた。研究内容、生徒の資質、関心に応じて、国際サイエンス班、外部

連携（県内・県外）班、校内サイエンス班の８分野 12 タイトルに分かれて課題研究を行った。

外部連携班として大学と連携し研究を進めるグループは、大学教授等の専門的な指導や高度な

研究施設の利用によって、意欲的で高度な研究を進め、各種大会等で多くの賞を受賞した。 

 ○ サイエンスキャリア（ＳＣ） 

２年次に行った課題研究を論文にまとめた。また、発表会で選考された班は、県外の大会に

参加し、多様な賞を受賞。神戸のＳＳＨ生徒研究発表会に出場した班は、生徒投票賞を受賞する

など研究成果も出すことができた。 

（４）普通科ロジックプログラム 

普通科の「ＬＰ」では、１年次の「ＬＰⅠ」３単位、課題研究を行う２年次の「ＬＰⅡ」１

単位、まとめを行う３年次の「ＬＰⅢ」１単位を配置した。 

○ ロジックプログラムⅠ（ＬＰⅠ） 

・「新聞ポスターの制作」：新聞社と提携し、テーマ発見につながる視点や視座、複数情報の

考察力、さらにまとめる力、複数回のポスターセッションによる表現力・対話力の基礎を身

につけさせることができた。 

・「リテラシー講座」：本校職員による探究的講座と大学講師による専門的講座、さらに理数

科ＳＳＨ卒業生を招いての講座を展開し、探究の基礎的知識の習得とテーマ決定につながる

ように充実させた。大学講師や卒業生等による講座は、テーマ決定の参考となるだけではな

く、進路選択の参考にもなった。日頃の授業では学ぶことのできない内容を校内外の先生方

から学びこれから取り組む課題研究に様々なヒントを得ることができた。 

・「プレ課題研究」：生徒の興味あるテーマ毎にグループを構成し、調査・研究を行い、ポス

ターセッションを行うことで、課題研究の方法を習得することができた。興味とテーマの関
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連を自己評価し、２年次の課題設定とグルーピングを適切化・主体化できた。 

 ○ ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ） 

文理の垣根を越えてグループを作り、興味あるテーマについて課題研究を行った。ポスター

セッションによる中間発表を行い、運営指導委員等のアドバイスに大いに刺激を受け、探究の

進捗に高い効果があった。中間発表ではメモを見ながら説明していた生徒も、最終の課題研究

発表会では、聴衆者に届く堂々とした発表ができるようになった。 

 ○ ロジックプログラムⅢ（ＬＰⅢ） 

２年次の研究成果を論文にまとめた。発表会で選考された班はサイエンスインターハイに出

場した。ステージ発表・ポスターセッションともに内容も水準も高い評価をいただいた。 

（５）ＳＳＨ特別事業 

 ○ 錦江湾洋上体験学習 

鹿児島大学の名誉教授を講師として招き、錦江湾と桜島の形成と特徴、さらには鹿児島の地

質についての講義を聴きながら湾内を巡航した。鹿児島の自然環境のすばらしさを改めて感じ、

身近な自然について科学的視点から興味関心を高めることができた。 

 ○ 挑戦人 

20名の大学・短大等の専門的な授業により、興味のある分野や職業に密接している分野など

今後の進路選択において、具体的に考えることができた。学ぶ意欲を高め、進路実現への一歩

につながる機会となった。 

 ○ フィールドワーク 

２年生の普通科・理数科・サイエンス部が協同でヤンバルトサカヤスデについて、屋久島町役

場生活衛生課の方々の協力のもと、フィールド実習を行った。ヤスデ採集では体長や特性を記す

だけではなく、土壌の性質や植生、川の分布などに注意を払いながら記録を取り、生徒同士で意

見を交換しながら、自分たちの仮説について考察・検証した。この活動を通して、自然への知的

好奇心とともに、自然に対する総合的な観察力・考察力を養うことができた。 

 ○ 国際交流研修・海外サイエンス研修 

国際性の向上・普及のため２年生理数科全員による台湾への国際交流研修を実施し、現地の

高校とプレゼンテーション交流等により、国際性や科学的な視点を踏まえた探究的な学びの高

度化と視野の拡大を図った。２年生普通科では、選抜した６人による海外サイエンス研修を計

画した。現地大学との共同討議や現地高校で研究成果の英語プレゼンテーションを計画し、そ

の準備を行ってきたが、新型コロナウィルスの世界的な流行により、生徒の安全面を考え、研修

１か月前にやむなく中止となった。しかし、代表生徒はその後も２月の課題研究発表会に向け

て、計５回行われた外部大学のネイティブの研究者による科学英語および英語プレゼンの講座

にも意欲的に取り組み、英語力とコミュニケーション力の向上を図った。 

 ○ 授業改善 

各教科の代表者からなる「授業改善研究会」を定期的に実施した。各教科の授業状況の分析

や生徒による授業評価の分析、職員アンケートをベースに、職員研修等で授業改善の提言を行

った。職員を他校公開授業や県外視察にも積極的に派遣した。生徒授業評価にも主体的・対話

的で深い学びの視点からの改善された授業への求めが多く、職員アンケートの結果から、ＳＳ

Ｈ全校体制後は、授業での生徒の主体化を図りたいとする職員が多く（75％）、グループ学習や

ペアワークを行いながら、探究的授業を試行錯誤して展開している。考査問題も記述式で解答

する問題が圧倒的に増加した。 

（６）サイエンス部の活性化 

今年度は、化学研究部と生物研究部を中心に新たなテーマを設定し活発な研究活動とサイエ
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ンス系部活動独自の実験教室も数多く実施することができた。新入生に対する育成プログラム

が有効にはたらき、１年生からテーマを設定し研究活動に取り組むことができた。週に一度研

究の結果についても部員間でディスカッションする報告会を設定することで、研究の質を向上

させることができた。これらの活動により、生徒のデータを分析する力、考察力、プレゼンテー

ション能力を伸ばす体制ができたと考えている。研究発表においても各種大会や学会で多くの

賞を受賞した。 

（７）地域社会への成果普及と貢献 

○ わくわく実験教室・出前授業 

サイエンス系部活動の生徒を中心に、近隣の児童クラブや商業施設で「わくわく実験教室」を

行った。１学期に先輩から研究のノウハウの指導を受けた１年生が、実験教室の計画・準備を行

うことで、主体的に研究・運用する素地が作られた。実験教室は、大変人気で、商業施設では今

年も 2000 人近い児童、保護者が参加した。 

理数科の１年生は、近隣の生徒の出身の小中学校へ出向き、科学の出前授業を実施した。ただ

実験を見せるだけでなく、授業で学んだことを踏まえ、科学の面白さを伝えることができた。 

 毎年 50 人ほどの生徒が県立博物館のボランティア会員に登録し、博物館まつり等のイベント

や所蔵物の整理などに積極的に参加し、新聞等でも高い評価を得ている。 

生徒は、出前授業、実験教室、ボランティアの体験を通して、学びや表現力の自己評価の機

会としている。 

 ○ 県ＳＳＨ連絡協議会 

本県ＳＳＨ校４校に積極的に打診して、本校が中心となり県ＳＳＨ連絡協議会を発足、各校

との連携を深め、同時に九州各県ＳＳＨ校との関係構築にも努めた。令和元年11月には、鹿児

島県ＳＳＨ交流フェスタを開催し、４校の研究成果を還元した。県外ＳＳＨ校や県内の他高校

等にも参加（６校）を呼びかけ、課題研究の発表を通した交流と県全体の探究活性化を図るこ

とができた。 

（８）研究結果の公表・普及 

鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの幹事校として準備を進め、県内ＳＳＨ校以外に県域を越えて

県内外６校の発表校を招き、今年11月８日に保護者も含めた800人規模の大会を開催した。 

今年度ＳＳＨ用のホームページを大幅に更新し、研究成果や教材等を公開している。同窓会

フェイスブックにも課題研究の成果を掲載してもらっている。 

 

②  研究開発の課題  

（１）課題研究の充実 

  ○ 課題研究の評価 

現在、１つのルーブリックを全ての行事や科目で使用している。90％の職員は使いやすい

という意見ではあるが、多角的な評価が今後の課題である。プログラムの評価の観点・基準

・方法を開発し年次更新を推進したい。さらに、現在使用しているグッジョブシール（他者

評価）を数値化して評価に反映するシステムの構築や、自己評価を数値化して評価に反映す

るシステムを構築したい。また、生徒の３年間の変容がより細かく理解できるよう、評価内

容やアンケート（自己評価）の実施時期の再検討を行いたい。 

  ○ 職員研修 

職員の課題研究の指導力を向上させるためのシステムを確立・強化することが課題である。

これまでの外部人材を活用した職員研修だけに頼らない運営を視野に入れ、本校職員で実施
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できる、校内研修用教材の開発を図りたい。 

  ○ 鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 

今年度第 1 回の開催ということで認知度が低く、参加校が九州内にとどまってしまったこ

と、県内ＳＳＨ校以外の外部校の数がまだまだ少ないことが課題である。また、ポスター発表

の形式や県内ＳＳＨ校以外の外部校の審査の在り方について指摘を受け、来年度に向けて検

討する必要がある。鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会で、改善をしたい。 

  ○ ロジックプログラム 

課題研究を行う際、理数科は１人の教員が１班だけを指導するのに対し、普通科は１人の

教員につき４班ほどを指導している。また、理数科２年生は２単位で課題研究を行っている

のに対し、普通科は１単位で行っている。このため普通科のロジックプログラムは、外部機関

との連携や細やかな指導が難しい。そのため、発表会への参加もまだまだ少ない状況である。 

    今年度は近隣にある平川動物公園との連携を行ったが、今後さらに学校近辺の地域素材を

発掘し、連携につなげたい。また、鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ等での普通科の発表を増や

すなど、発表会の機会をつくっていきたい。 

（２）鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会の運営 

本校が幹事となって鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会を設立し、今年度第１回鹿児島県ＳＳＨ交

流フェスタを開催するなど、県内の課題研究推進のリーダー的役割を果たすことができた。

活動内容や運営方法について改善を図りたい。 

（３）国際性の向上・普及のための海外サイエンス研修の充実 

海外サイエンス研修では、特別にネイティブによる科学英語や英語プレゼンの講座を設置し、

国際性ある理数系トップの育成を図った。大学での共同実験のテーマ設定、内容について、高

校での交流方法を検討し、内容をより充実したものに改善していきたい。 

（４）ＳＳＨ設定教科で得たことの教科指導への普及 

ＳＳＨ全校体制後は、授業で探究的授業を展開する職員が増えた。課題研究を各教科の授業

に組織的・計画的に推進することが新たな課題である。授業改善委員会で、来年に向けて各教

科で探究的な視点につながる教材分析や計画を作成し、評価ルーブリックとともに、それらを

シラバスに明確に反映させる作業を推進している。 

（５）ＳＳＨ卒業生等ロールモデルとなる人材ネットワークを構築 

   ＯＢ・ＯＧの人材活用を図るため、ＳＳＨ１期生と２期生について人材リストを作成し、

アドバイス講座などで協力を仰ぐことができた。これからさらに人材リストを充実させ課題

研究においても人材活用を図りたい。 
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第１章 研究開発の課題 

 

１ 研究テーマ 

 生徒主体の深い学びと広い学びを目指す錦江湾ＳＳＨ探究プロジェクト 

～生き方を論理的・科学的にデザインできる、グローバルで探究的な人材育成を目指すプログラムの

開発と実践～ 

 

２ 研究開発の目的・目標 

（１） 目的 

理数科のＳＳＨの取組を全校に拡大して、全職員体制で生徒一人一人が主体的にテーマを設定 

し、創造的に学習する過程を通して、自らの将来を論理的・科学的にデザインできるグローバル 

かつ探究的な人材育成を目指す。そのため、これからの時代に必要な国際性や協調的な視野も踏 

まえた、深い学びと広い学びを軸として、普通科・理数科ともに取り組む教育プログラムを開発 

・実践する。 

 

（２）目標 

① 探究の深化を図るため、Ⅱ期プログラムを改善した理数科「アクティブサイエンス」を開発 

し、学校全体で、テーマ設定の多様化と生徒個々の探究活動の活性化を図って、国際性を備え 

た科学系人材の育成を目指す。普通科への拡大は、理数科の成果と手法を活用し、論理的思考 

力の育成を目指すグループによる課題解決プログラム「ロジックプログラム」を開発し、生徒 

主体の探究活動を展開する。 

② 探究の拡大を図るため、外部提携の視野を拡大し、地元大学のみならず、学術界、産業界、

メディア、政策形成者、海外、そしてＳＳＨ卒業生等のロールモデル人材ネットワークを早期

に構築し活用を行い、生徒の意欲やロールモデルの育成を促す。国際的視野の拡がりを促すた

め、国際交流研修を推進する。 

③ １年生を基礎訓練期、２年生を探究展開期、３年生を普及発展期と位置づけ、学年ごとに深

化・拡充する探究モデルを開発するとともに、適切な評価の観点や規準、方法を構築して、

年次ごとの修正・更新を可能とする。 

なお、本プロジェクトの学びの拠点として「ＳＳＨ図書コーナー」を設置する。 

④  教職員体制の役割分担を明確化した組織体制を確立する。 

⑤  ＡＬ・探究的授業を軸とした授業研究を推進し、授業法の改善・指導力向上を目指す。授業

評価や学校設定科目（「科学倫理」等）も研究・開発する。 

 

３ 研究開発の概要 

生徒一人一人が主体的に活動し自らの将来を論理的・科学的にデザインできるグローバルかつ探 

究的な人材育成を目指し、以下の研究課題を設定し研究開発を実施した。 

①  理数科に「アクティブサイエンス」、普通科に「ロジックプログラム」を開発し、理数科

のみ実施していた課題研究を普通科にも広げた全校規模で実施する。 

② １年生を基礎訓練期、２年生を探究展開期、３年生を普及発展期と位置づけ、年ごとに深化

  ・拡充する探究モデルを展開する。 

③ 課題研究の充実の拠点として「ＳＳＨ図書コーナー」を設置する。 

④ 産業界、学術界、政策形成者、マスコミ、海外等へと活用の多様化を図ることで、生徒の視

  野を拡大し、キャリアデザイン力を育成することができる。              
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⑤ ＳＳＨ事業を全職員で取り組む組織体制に改善し、各部・各学年・各教科の連携化を図り、

   あわせて、アクティブラーニングによる授業改善等も行う。 

⑥ 国際化教育を推進し、海外大学・高校等での課題研究の発表などを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き方を科学的・論理的にデザインできる探究的人材 

 

 アクティブラーニング授業改善委員会【全校体制の授業改善】 

校
内
Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
委
員
会
（
週
１
回
）【
共
通
認
識
形
成
】 

県
Ｓ
Ｓ
Ｈ
連
絡
協
議
会
【
他
校
と
の
連
携
に
よ
る
厚
み
】 

探究展開期 【テーマを深める】 

（理）サイエンスリサーチ 

（普）ロジックプログラムⅡ 

協働的探究活動・検証高度化・まとめ 

多様なグループ活動、フィールドワー

ク、外部連携、海外サイエンス研修 

（理）サイエンスキャリア 

（普）ロジックプログラム

Ⅲ 

成果の発表普及・全体評価・発展探究 

課題研究成果発表会、学会等への参

加、小中学校実験教室等、総括評

価、  

探究の基礎理解と習得・テーマ設定 

科学知識・統計学・科学リテラー等の  

講座、実験・情報探査、卒業生アドバイ

ス講座、科学講演会 

（理）ベーシックサイエンス 

（普）ロジックプログラムⅠ 

基礎訓練期 【テーマをつかむ】 

普及発展期 【テーマを広げる】 

（理）サイエンスキャリア 

（普）ロジックプログラムⅢ 

成果の発表普及・全体評価・発展探究 

課題研究成果発表会、学会等への参加、 

小中学校実験教室等  

卒業研究 
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第２章 研究開発の経緯 
 校内指導と外部連携Ａ 

ＳＳＨ図書コーナーＢ 

アクティブサイエンス 

（ＢＳ・ＳＲ・ＳＣ） 

ロジックプログラム 

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

ＳＳＨ特別事業Ｃ 

サイエンス部の活性化Ｄ 

地域・社会への貢献Ｅ 

その他Ｆ 

４月 課題研究 

大学連携依頼（通年）Ａ 

新聞検索ソフトコピー機

使用可能Ｂ 

「オリエンテーションⅠ」 

「先輩からのアドバイス講座Ⅰ」 

探究基礎 

ＳＲ実験・研究活動（2 月まで） 

「オリエンテーションⅠ」 

「先輩からのアドバイス講座Ⅰ」 

新聞ポスター作り（ステップ１） 

「錦江湾洋上体験学習」Ｃ 

新入部員オリエンテーションＤ 

５月 課題研究 

大学 連携先の決定Ａ 

探究基礎 ＬＰⅠガイダンスセミナー 

新聞ポスター作り（ステップ２） 

「新聞記者による講演」 

博物館ボランティアＥ 

博物館祭りボランティアＥ 

６月  探究基礎 新聞ポスター作り（ステップ３） 

錦江祭新聞ポスター発表 

錦江祭ポスター発表 

第 3 回県ＳＳＨ校連絡協議会Ｆ 

７月 講師依頼（リテラシー講

座）Ａ 

探究基礎 

リテラシー講座「ロジック国語」

｢科学倫理」「情報探査」 

新聞ポスター作り（ステップ３） 

新聞ポスターコンテスト 

サイエンスインターハイ＠sojoＤ 

８月  リテラシー講座「書誌学」 

ＳＲ中間発表会 

アカデミックイベント（鹿児島大

学） 

ＬＰ中間発表会（海外サイエン

ス研修選考会） 

ＳＳＨ生徒研究発表会Ｄ 

中国・四国・九州地区理数科

課題研究発表大会Ｄ 

湾高わくわく実験教室Ｅ 

博物館ボランティアＥ 

９月  探究基礎 リテラシー講座「科学倫理（ＡＩ）

（生命）」 

博物館ボランティアＥ 

課題研究職員研修Ｆ 

第 4 回県ＳＳＨ校連絡協議会Ｆ 

10 月 講師依頼（リテラシー講

座）Ａ 

図書検索講座Ｂ 

探究基礎 

ＳＲ中間発表会 

グローバルコミュニケーションス

キル講座（12 月まで） 

リテラシー講座「書誌学」「情報

探査」「ロジック国語」 

ＬＰ中間発表会 

グローバルコミュニケーションス

キル講座（２月まで） 

第１回運営指導委員会Ｆ 

他校公開授業参加Ｆ 

九州大学アカデミックフェスティ

バルＤ 

11 月 講師依頼（リテラシー講

座）Ａ 

1 年挑戦人Ａ 

２年挑戦人Ａ 

探究基礎 

フィールドワーク 

リテラシー講座 

フィールドワーク 

他校公開授業参加Ｆ 

県高等学校生徒理科研究発

表大会Ｄ 

出前授業（福平小・喜入中・谷

山北中）Ｅ 

県交流フェスタＦ 

12 月 講師依頼（リテラシー講

座）Ａ 

「先輩からのアドバイス講

座Ⅱ」Ａ 

探究基礎 

講座「課題研究の進め方」 

リテラシー講座「科学英語」「数

学探究」 

国際交流研修で発表 

リテラシー講座 

講座「課題研究の進め方」 

九州生徒理科研究発表大会Ｄ 

気象観測機器コンテストＤ 

１月  プレ課題研究 プレ課題研究  

２月  プレ課題研究 

論文作成講座 

プレ課題研究 

プレ課題研究発表会 

論文作成講座 

ＳＳＨ生徒課題研究発表会Ｆ 

第２回運営指導委員会Ｆ 

第５回県ＳＳＨ校連絡協議会Ｆ 

海外サイエンス研修Ｃ 

論文作成講座Ｃ 

てゲてゲハイスクールフェスティ

バルＥ 

先進校視察Ｆ 

３月 大学 連携依頼Ａ 

企業 連携依頼Ａ 

プレ課題研究発表会 課題研究準備 海外サイエンス研修成果発表

会Ｃ 

博物館ボランティアＥ 
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第３章 研究開発の内容 
 

校内指導と外部連携 

１ 目的・仮説 

  外部人材の有効活用を図ることで、課題研究に向けた基礎事項の習得とテーマへの深い理解や視

野を育成することができる。 
 

２ 内容 

  １期・２期ＳＳＨ計画で地元国立大学を中心に外部と連携した活動を行ってきた。これまでの繋

がりをもとに、次の点に焦点をあてた新たな人材ネットワークの構築を行った。 

○テーマの多様化・高度化への対応 

○国際化への取組 

３期ＳＳＨ計画２年目の今年から始まる海外サイエンス研修の連携校を探してきた。本校の

課題研究のテーマと関連する研究室があり、それと関連した共同実験・講義ができる大学の候

補を挙げ選定を行った。 

○民間企業との連携 

公益財団法人中谷医工計測技術振興財団が主催する科学教育振興助成の個別助成を受け、資

金的な援助を受けている。2019 年 12 月 22 日(日) 岡山県で、令和科学教育振興助成成果発表

会(西日本大会)に参加し、研究成果を発表した。また、株式会社リバネス、日立ハイテクノロ

ジーズ、日経ＢＰマーケティング、啓林館より取材を受け、本校の活動を広く普及していただ

いた。 

○県内小中高大学連携による理数系教育の充実 

    ２年生で実施する課題研究のテーマを生徒が主体的に設定できるようにするため、課題研究

の基礎知識・技術を習得できるように外部連携の枠を広げる取組を行った。 

（１） 連携大学と学部の拡大 

課題研究は生徒が設定したテーマの内容に応じて、校内サイエンス班、外部連携班（県内・県

外）、国際サイエンス班に分かれて実施する。そのことを踏まえて、今年度は課題研究のテーマと

指導者の専門性が一致することを重視した大学の連携先の拡大に努めた。 

（２）ＯＢ・ＯＧの人材活用 

   ＯＢ・ＯＧの人材活用を図るため、ＳＳＨ１期生と２期生、特にサイエンス系部活動で活動し

た生徒を中心に聞き取り調査を実施した。その中からＳＳＨ活動に協力してくれるＯＢ・ＯＧの

人材リストを制作した。今年度は社会人１名と学生１名の合計２名を「先輩からのアドバイス講

座」の講師として依頼し、高校時代にＳＳＨで学んだことが社会や大学でどのように生かされて

いるかをテーマに講演をお願いした。 
 

 連携先一覧表 

課題研究 
鹿児島大学 

大学院理工学研究科 物理・宇宙専攻 泰  浩起 准教授 

大学院理工学研究科 生命化学専攻 神長 暁子  助教 

大学院理工学研究科 情報生体システム工学専攻 大塚 作一  教授 

農学部 濱中 大介 准教授 

水産学部 水産学科 中村 啓彦  教授 

水産学部 水産学科 仁科 文子  助教 

農学部 高山 耕二 准教授 

平川動物公園 飼育展示課 課長 福守 朗 

 アカデミック 
鹿児島大学 

大学院理工学研究科 物理・宇宙専攻 泰  浩起 准教授 

イベント 大学院理工学研究科 生命化学専攻 加藤 太一郎  助教 
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 大学院理工学研究科  坂井 雅夫  教授 
 教育学部 松井 智彰   教授 

  教育学部 磯川 幸直 特任教授 

リテラシー講座 鹿児島大学 

法文学部 横山 春彦 准教授 

理工学研究科 橋本 雅仁  教授 

教育学部 金  娟鏡 准教授 

医学部 保健学科 山本 直子 准教授 

ＧＣＳ講座 鹿児島大学 大学院理工学研究科 生命化学専攻 
Rabor Janice Borces  

     特任助教 

海外サイエンス研修 成功大學 工学院 化学工程学系 劉  瑞祥  教授 

アドバイス講座 
ＯＢ・ＯＧ 

ＪＸ喜入石油基地株式会社 鈴 あゆみ 

筑波大学理工学群工学システム学類 荒川 和樹 

  一般財団法人 Glocal Academy 岡本 尚也 

 

挑戦人 

１年 

 

宮崎大学 工学部 李  春鶴  准教授 

鹿児島大学 理工学研究科 九町 健一  准教授 
鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 木之下 道子 准教授 
九州看護福祉大学 リハビリテーション学科 吉田 勇一専任講師 
鹿児島純心女子大学 人間教育学部 川上 典子    教授 

下関市立大学 経済学部 天野かおり 准教授 
鹿児島県立短期大学 文学科 土持かおり  助教 

東京アカデミー 
 

内村 剛志  

 

 

挑戦人 

２年 

 

鹿児島大学 理学部 加藤太一郎    助教 

鹿児島大学 農学部 清水 圭一  准教授 

鹿児島大学 工学部 小池賢太郎    助教 

鹿児島大学 医学部 山下  哲    助教 

鹿児島大学 工学部 武若 耕司    教授 

崇城大学 工学部 小林 健児  准教授 

崇城大学 薬学部 宮村 重幸    教授 

福岡大学 法学部 廣澤 孝之   教授 

鹿児島大学 水産学部 大富  潤    教授 
鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 前原 宏美    講師 
鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 今村佳代子   講師 

志學館大学 人間関係学部 日高 愛子   講師 
 

３ 評価・検証 

  第３期ＳＳＨの計画から理数科のみ実施していた課題研究を、普通科の生徒も含めた全生徒に対

象を拡大した。そのため、外部との連携先の拡大に努めた。 

課題研究の連携先を拡大したことにより、適切な指導を受けられることに加えて高度な実験機器

を用いて実験データが出せるため実験の内容や精度が向上した。その結果、多くの研究発表大会で

受賞するなど、生徒は研究に対して自信を持つことができるようになった。 

  リテラシー講座については、講師の数を増やすことで生徒が聴きたい講座を選択できるようにし

た。そのため、生徒の課題研究への取組が活性化してきた。特に普通科文系の生徒の課題研究の進

め方について得ることが多く、課題研究が充実した。 

  挑戦人においては、進路希望調査をもとに生徒が進学を希望している大学・学部から講師を招聘

した。少人数のフリートーク形式で、大学で学ぶ内容から進路まで活発な話し合いをもつことがで

き、講師と生徒ともに大変好評であった。 

  昨年度から始まった海外サイエンス研修については、科学英語と英会話力を強化するためにグロ

ーバルコミュニケーションスキル（ＧＣＳ）講座を設定し、鹿児島大学のネイティブの研究者を講

師として呼び、英語でのプレゼンテーション力を高めることができた。しかしながら、まだ英語に

よる質疑応答が十分にできないので、今後英語力の強化に努めたい。 
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ＳＳＨ図書コーナーの設置と活用 

１ 目的・仮説 

  科学について幅広い多様な図書を充実させることで、課題研究を進めるにあたって、テーマや仮

説を深化充実させることができる。 
 

２ 内容 

  本校のアクティブサイエンスやロジックプログラムは、科学的・論理的思考力の育成を図るため、

テーマや仮説の深化充実を重視する。情報探査は科学的発見や発明の根幹となることから、自然科

学・社会科学・人文科学等の幅広い多様な情報の入手が必要である。探究の拠点として、まほら館

（図書館）にＳＳＨ図書コーナーを設置し、必要な図書を配置し、電子データを検索できるように

した。また、生徒が使用しやすいようＳＳＨ専用のコピー機も設置した。 

 情報の収集方法についても、１年生の『リテラシー講座』において図書の検索方法については「書

誌学」、インターネットによる検索方法については「情報探査」を実施し、生徒が課題検索等で図書

コーナーを有効に利用できるようにした。 
 

３ 評価・検証 

  新規導入図書は、課題研究のテーマを決める段階での活用や、テーマを決定した後に専門的に調

べていくために活用できるよう考慮し、購入した。以前導入したＡ３用紙対応のプリンターも資料

収集等に活用する等、収集した資料を整理、保存し複数の資料を読み比べてまとめを行っている。 

  「新聞ポスター作成」のために、紙媒体の新聞と同時に、新聞検索プログラムを積極的に利用し

た。関連する記事を検索でき、多くの情報を読み比べ、必要かどうか判断するためにも非常に有効

だった。 

  ＳＳＨ図書コーナーの図書を前年度に充実させたため、テーマを設定する段階の生徒も、より専

門的に調べたい生徒も活用していた。引き続き、積極的に活用されるためにも資料の充実等が必要

である。 
 

 

学校設定教科・科目 

理数科のＳＳＨの取組を全校に拡大して、全職員体制で生徒一人一人が主体的にテーマを設定し、

創造的に学習する過程を通して、自らの将来を論理的・科学的にデザインできるグローバルかつ探

究的な人材育成を目指した。そのため、これからの時代に必要な国際性や協調的な視野も踏まえた、

深い学びと広い学びを軸として、学校設定教科として理数科に「アクティブサイエンス（ＡＳ）」、

普通科に「ロジックプログラム（ＬＰ）」を教育プログラムとして開発・実践した。 

理数科の「ＡＳ」では、学校設定科目として導入・基礎訓練期として位置付けられる１年次に「ベ

ーシックサイエンス（ＢＳ）」を配置し、従前から理数科２年に設定されていた「サイエンスリサ

ーチ（ＳＲ）」の取組に接続し、３年次の「サイエンスキャリア（ＳＣ）」の活動に発展させるよ

うにした。学校全体で、テーマ設定の多様化と生徒個々の探究活動の活性化を図って、国際性を備

えた科学系人材の育成を目指した。 

普通科の「ＬＰ」では、理数科の成果と手法を活用し、論理的思考力の育成を目指すグループに

よる課題解決プログラムを開発し、生徒主体の探究活動を展開した。理数科のみ実施していた課題

研究を普通科にも広げ全校規模で実施した。 

理数科・普通科ともに、１年次を基礎訓練期、２年次を探究展開期、３年次を普及発展期と位置

づけ、年ごとに深化・拡充する探究モデルを展開している。 

なお、課題研究の取組については表１、開設する科目と代替科目については表２のとおりである。 
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表１ 課題研究の取組 

学科 
１年生 ２年生 ３年生 

対象 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

理 数 科 ベーシックサイエンス ３ サイエンスリサーチ ２ サイエンスキャリア １ 理数科全員 

普通科理系 ロジックプログラムⅠ 

（普通科全員） 
３ 

ロジックプログラムⅡ １ ロジックプログラムⅢ １ 理系全員 

普通科文系 ロジックプログラムⅡ １ ロジックプログラムⅢ １ 文系全員 
 

表２ 開設する科目と代替科目 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 

 

 

理数科 

ベーシックサイエンス ３ 
総合的な探究の時間 １ 

第１学年 
社会と情報 ２ 

サイエンスリサーチ ２ 
総合的な学習の時間 １ 

第２学年 
課題研究 １ 

サイエンスキャリア １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 

 

普通科 

ロジックプログラムⅠ ３ 
総合的な探究の時間 １ 

第１学年 
社会と情報 ２ 

ロジックプログラムⅡ １ 総合的な学習の時間 １ 第２学年 

ロジックプログラムⅢ １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 
  

学校設定科目の内容の取扱いについて 

［理数科］ 
 ベーシックサイエンス：教科「情報」の「社会と情報」及び「総合的な探究の時間」を代替することを踏

まえ、「情報の活用と表現」、「情報通信ネットワークとコミュニケーション」、「情報社会の課題とモラ

ル」及び「望ましい情報社会の構築」の内容を遍く取り入れ、教科横断的・総合的かつ生徒の探究的な

学習活動を主体として指導を実践する。 

サイエンスリサーチ：「総合的な学習の時間」及び「課題研究」を代替することを踏まえ、教科横断的・

総合的かつ生徒の主体的・探究的・創造的・協働的な学習、課題の解決を図る学習を通して、問題解

決の能力や自発的、創造的な学習活動を主体として指導を実践する。 

サイエンスキャリア：「総合的な学習の時間」を代替することを踏まえ、教科横断的・総合的かつ生徒

の主体的・探究的・創造的・協働的な学習活動を主体として指導を実践する。 

［普通科］ 
 ロジックプログラムⅠ：教科「情報」の「社会と情報」及び「総合的な探究の時間」を代替することを踏

まえ、「情報の活用と表現」、「情報通信ネットワークとコミュニケーション」、「情報社会の課題と

モラル」及び「望ましい情報社会の構築」の内容を遍く取り入れ、教科横断的・総合的かつ生徒の探究

的な学習活動を主体として指導を実践する。 

ロジックプログラムⅡ、Ⅲ：「総合的な学習の時間」を代替することを踏まえ、教科横断的・総合的か

つ生徒の主体的・探究的・創造的・協働的な学習活動を主体として指導を実践する。 
 

各学校設定科目について、研究開発の内容は以下のとおりである。 

 

 

理数科 アクティブサイエンス 

ベーシックサイエンス（ＢＳ） 

１ 目的・仮説 

  探究基礎・科学リテラシー講座・サイエンスイベント・課題研究導入の４つで構成されるベーシ

ックサイエンスを実施することで、探究発展期（２年）に実施する課題研究が生徒主体で充実した

ものになる。 
 

２ 実施内容・方法 

（１）対象学年 １年理数科 

（２）時 数  ３単位 

（３）内 容  理科と情報の融合科目で必履修科目 
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概要 

 学期 内     容 

 

 

１ 

  学 

期 

○サイエンスイベント 

 「オリエンテーションⅠ」、「先輩からのアドバイス講座Ⅰ」 

○探究基礎 

［理科分野］ 

原子の構造と化学結合･･原子の構造、イオンの生成、イオン結合、共有結合 

ＤＮＡと遺伝子･･ＤＮＡの構造、ＤＮＡの抽出 

［情報分野］ 

情報社会と情報モラル･･情報社会の光と影、情報社会と情報モラル、情報社会における個人

の責任  
 

夏 

季 

休 

業 

○リテラシー講座 

 「ロジック国語」「科学倫理（３講座）」「情報探査」「書誌学」 

○サイエンスイベント 

 「アカデミックイベント」 

  物理・化学・生物・地学・数学のコース 大学での先端科学学習 

 

 

 

 

 

２    

学    

期 

 

 

 

○探究基礎 

［理科分野］ 

身近な高分子とその挙動･･高分子の定義、日常生活での利用、ゲル・ゾル 

バイオテクノロジー･･遺伝子を扱う技術、バイオテクノロジーの応用、遺伝子組み換え 

［テーマ学習］ 

・テーマの設定、論文検索 

・研究方法の習得、ポスター形式、スライド形式でのまとめ 

・プレゼンテーション 

［情報分野］ 

インターネットを用いて情報収集する方法、科学情報の収集 

○サイエンスイベント 

 「小中学校出前授業」、研究者講義「課題研究の進め方」 

 「先輩からのアドバイス講座Ⅱ」 
   

３ 

  学 

  期 

○リテラシー講座 

 「科学英語」「数学探究」 

○課題研究導入 

 テーマ設定、研究内容の検討、研究計画の作成、プレ課題研究発表会 
 

（１） 探究基礎 

１ 目的・仮説 

  基礎知識の習得→実験→考察→発表のサイクルからなる授業により、課題研究を実施するための基

礎的知識と実験技術の習得と科学的・論理的思考力、表現力を育成できる。 
 

２ 内容 

  探究基礎においては、論理的・科学的思考力の育成と科学的思考

法（学習事項から課題を見つけ仮説を立て検証する）の習得を目指

している。生徒が主体となって学習できるよう、グループでのテー

マ学習を取り入れている。さらに、プレゼンテーション力を育成す

るため、発表会を含め発表の場を多く設定している。扱う分野は絞

って実施した。課題研究のテーマとして最も多く取り上げられていて、実社会においても応用価値

が高い分野を選んだ。具体的には、生物分野ではＤＮＡ・遺伝子の領域を、化学分野では高分子の

領域に限定した。生物分野は、２単元の構成で、単元「ＤＮＡと遺伝子」ではＤＮＡの構造や遺伝

子の発現などこの領域の基礎を扱い、単元「バイオテクノロジー」ではバイオテクノロジーの基礎

を学んだ後、班ごとに遺伝子の増幅実験をデザインし、実施、考察を繰り返すことで、微生物、遺

伝子を扱う実験の基礎技術を習得するとともに科学的思考力の向上を目指している。さらに、最終
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的には口頭発表も行った。化学分野も、２単元の構成で、単元「原子の構造」ではイオン結合や共

有結合などこの領域の基礎を扱い、単元「身近な高分子とその挙動」

では高分子の基礎を学び、皆で同じ実験に取り組んだ後、班ごとに

考察し、ポスター形式でまとめ、発表することで、科学的思考力お

よび表現力の向上を目指している。情報についてはコンピューター

の仕組みや情報モラルの学習などの基本事項の学習とともに、プレ

ゼンテーション力の育成につながるような内容も取り入れた。 
 

３ 実施の効果とその評価（アンケート結果等、詳細は第４章に示す） 

  理科分野については、課題研究で取り上げられることが多い分野に範囲を絞って実施したが、

基礎的な部分から応用的な部分までカバーすることができた。実験においても発展的内容の実験

である「遺伝子組換え実験」では、実験の背景、実験方法の論理的な組み立てや同じ技術がどの

ような形で応用されているかなどを考えさせた。生徒の取組がよくレポートのできも良かった。 

 グループで行う「テーマ学習」では、テーマの設定から、先行研究の検索、実験方法の計画、考察

まで、次年度実施する課題研究に向けて研究の方法を学ばせることを目標に実施した。また、パ

ワーポイントによるスライド作成方法の説明、ポスターの作成方法の説明からプレゼンテーショ

ン発表まで、ほとんどの生徒が初めて科学発表を体験することができ非常に有効な学習となった。 
 

（２） リテラシー講座 

１ 目的・仮説 

  幅広い分野からなるリテラシー講座を設定することで、課題研究を実施するための基礎的知識の

習得と科学的・論理的思考力を育成できる。 
 

２ 内容 

通常の授業時間に加えて夏季休業中にもリテラシー講座を設定した。プレゼンテーション能力、

論文にする能力を高めるための講座も設定した。 

講座名 担当者 内容 

ロジック国語 平山 

若松 

自分の考えを論理的に形成して表現する能力を育成する。 

科学倫理 

 生命・ＡＩ 

玉利 科学技術の進歩にともない急速に変化していく現代社会において３つのテー

マについて課題探究型で学習する。通常の授業を発展させて、科学的思考力と

論理的思考力を育むとともに科学に係わる倫理的要素の重要性に気づかせる。 

情報探査 

 

北迫  科学研究における情報探査の必要性を理解する。論文検索の方法とその引用

について理解する。 

書誌学 上村 図書の分類方法の基礎を理解する。課題研究のテーマ設定、研究内容が深化

するよう図書の検索から新聞記事データベースの利用方法を学ぶ。 

科学英語 大脇 

サラ 

科学に関する英文の資料を題材に、英文を読む能力を養う。読み取った内容

について、英語で発表を行い、英語によるコミュニケーション能力を養う。 

数学探究 小島 数学と人間の関わりや数学の社会的有用性についての知識を深めるとともに、

事象を数学的に考察する能力を養い、数学を積極的に活用する態度を育てる。 
 

３ 評価・検証 

  多くの講座は問題解決型の形式で行ったり、ＰＣを用いた授業形式で行ったり、アクティブラ

ーニングの手法を取り入れ、形式に工夫をこらして実施した。これから科学研究を行っていく上

で必要となる研究の方法やモラルについて、通常の授業では学習することのできない内容を幅広

い観点から実施できた。どの講座も生徒が生き生きと活動し生徒の理解度も高かった。 
 

（３）サイエンスイベント 

大学等と連携して校内の授業では扱えない高度な科学についての講座・実験に参加することで、
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２年次の課題研究で必要な情報収集や結果の分析、論文作成やプレゼンテーションの能力を向上

させることを目指した。 
 

講座 

１ 目的・仮説 

  入学直後の時期に「オリエンテーションⅠ」・「先輩によるアドバイス講座Ⅰ」を受けることで、

これからの３年間のＳＳＨの概要を理解でき、活動に対する意欲を高めることができる。 

  さらに課題研究のテーマ設定を行う前に「先輩からのアドバイス講座Ⅱ」を受けることで、課

題研究をこれかの進路と関連づけてとらえることができるようになる。 
 

２ 実施内容 

「オリエンテーションⅠ」・「先輩によるアドバイス講座Ⅰ」 

（１）対象学年 １年普通科・理数科 

（２）日  時 令和元年４月16日 ５・６校時 

（３）内  容 

   「オリエンテーションⅠ」では、３年間の学習過程の概要、評価規準や施設設備、ＳＳＨ図書

コーナー、１年生の１学期から３学期の内容などについて説明した。「先輩によるアドバイス講

座」では、３年生が昨年行った課題研究をプレゼンテーションした。テーマ設定の仕方や苦労し

たことを説明した後、質疑応答に応じた。 
 

「先輩からのアドバイス講座Ⅱ」 

（１）対象学年 １年普通科・理数科 

（２）日  時 令和元年12月12日 ５校時 

（３）講  師 ＪＸ喜入石油基地株式会社    鈴 あゆみ 

        筑波大学理工学群工学システム学類知的工学システム主専攻  荒川 和樹 

（４）内  容 

   講師の２名はＳＳＨ２期の卒業生で、現在、それぞれ社会人と大学において活躍している。高

校時代にＳＳＨで行った課題研究とその成果を国際大会で発表したこと、また、ＳＳＨで学んだ

経験が、それぞれ企業と大学でどのように生かされているかについてスライドを用いて発表して

もらった。ＯＢ・ＯＧの話は新鮮で説得力があり、質疑応答も活発に交わされた。生徒に対して

ロールモデルを提示することができた。 

 

 

 

 

 

 
 

３ 評価・検証 

  本校生は、入学理由にＳＳＨがあることを挙げる生徒も多い。アドバイス講座Ⅰにおいては、

今年度から始まる３期ＳＳＨの概要を理解することができた。また、先輩からのアドバイス講座

Ⅱにおいては、ロールモデルを示すことができ、生徒は課題研究の可能性を感じ、ＳＳＨに対す

る意欲を高めることができた。 
 

アカデミックイベント 

１ 目的・仮説 

  １年次の夏季休業中に時間をかけた科学の講義を受けることで、科学に対する興味・関心さらに

将来の進路の方向性を見つけることができる。講座は大学と連携することで校内では実施できない
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高度な実験をすることができる。実験結果をレポートにまとめることで、報告書作りや２年次の発

表大会に必要な表現力を高めることができる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 １年理数科 

（２）期  日 令和元年８月23日 

（３）内  容 
 

  Ａコース 物理（音の科学）  

内容 

    リズム（音や振動）、形の生成に関する実験を、ワイングラスやペットボトル、輪ゴムなど身

近な物を利用して行う。さらに、自分たちで簡単なコンピュータ・シミュレーションを作り、

その現象が発生する機構を探る。これらを通して、新しい科学を理解しつつ応用的側面も学ぶ。 
 

参加生徒数 17名 

担当者 北迫 拓史、山下 良彦、下大田 智子 

講師  鹿児島大学理工学研究科 准教授 秦 浩起 

場所  鹿児島大学理学部物理学科 

対象  物理学・数学・自然科学全般・工学 

（機械・電気・音響・計算機・生体他）系志望者 
 

Ｂコース 化学（ホタルの生物発光の化学）   

内容 

    ホタルが発光するメカニズムを、様々な実験・講義を通じて理解することを目指す。また、食 

品や医療分野などにおけるホタルの発光反応の活用例を体験し、生物発光の魅力・実力に気づく

ことを目的としている。 
 

参加生徒数 15名 

担当者 河野 裕一郎、木下 隆志、薗田 いづみ 

講師  鹿児島大学理工学研究科生命化学専攻 助教 加藤 太一郎 

場所  鹿児島大学理学部化学科 

対象  化学・工学（化学系）薬学・農学（農芸化学） 

・栄養学・水産学志望者 
 

Ｃコース 生物（カエルの卵と発生） 

内容 

分裂細胞にとって、周囲の細胞・物質の存在意義を学ぶ。実体 

顕微鏡をのぞきながら、ガラス針を用い、カエル卵を動物側と植 

物側に分ける。その後、動物側の細胞を観察し、細胞がどのよう 

な影響を受けたかを確認する。実験前後には知識を補完する講義 

を行う。 
   

参加生徒数 19名 

担当者 保島 美穂、北野 恵子 

講師  鹿児島大学 理工学研究科 教授 坂井 雅夫 

場所  鹿児島大学理学部生物学科 

対象  生物学・医学・薬学・農学（獣医・畜産）・水産学志望者 
 

Ｄコース 地学（鉱物と火成岩の美しさを感じよう！） 

内容 

火成岩及び火成岩を構成する鉱物について、実物に触れ、観察することで理解を深める。鉱物

を肉眼で観察し、構成鉱物と岩石組織に基づいて火成岩の鑑定する方法を学び、実際に鑑定して

みる。鉱物の純粋に近い結晶は本当に美しい。その美しさを感じるとともに、身近な岩石に関す

る興味を高める。 
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参加生徒数 12名 

担当者 久保 重人、永田 由美 

講師  鹿児島大学教育学部 教授 松井 智彰 

場所  鹿児島大学教育学部 

対象  地学・地理学・宇宙・土木・農学・水産学 

・公務員（防災）志望者 
 

Ｅコース 数学（プログラミング入門） 

内容 

プログラミングを行うことにより、数学の問題を解き、さらに新しい発見を行う方法について

学ぶ。どのような分野においてもプログラミングは必須となっていく技術であるため、数学に興

味のある生徒はもちろんプログラミングがどのようなものか知りたい生徒にも参加を勧める。 
 

参加生徒数 17名 

担当者 田尻 美香、乘越 唯 

講師  鹿児島大学教育学部 特任教授 磯川 幸直 

場所  鹿児島大学教育学部  

対象  情報学・数学・工学系志望者 
 

３ 評価・検証 

 鹿児島大学理学部との連携による物理・化学・生物に、教育学部との連携による地学・数学コー

スを加えた５コース設定し、生徒は希望するコースに参加した。高校入学後の早い時期に大学での

本格的な実験を体験させるため、この時期に設定している。各コースともに高等学校で学習内容と

の関連をもつ内容とし、先端機器も用いた１日間の実験実習とした。どの講座も内容は高度である

が、生徒は積極的に実験に参加していた。研究者の話を直に聞き、先端機器に触れることで自然科

学に対するモチベーションを高めることができた。 
 

（４）課題研究導入 

１ 目的・仮説 

  生徒が主体となって次年度実施する課題研究のテーマ及び研究の目的、方法を設定し発表する。

１年次の３学期に実施することで、次年度の課題研究を計画的に進めることができ、内容を充実さ

せることができる。 
 

２ 実施内容 

生徒が自らテーマを設定するために、生徒自身が行ってみたい課題研究テーマとその理由を考え、

実施可能かどうかをグループで話し合い、各グループでのテーマ決定を行った。ＳＳＨ図書コーナー

やインターネットでの文献検索サイトを利用し、先行文献について調査を行い、実験が可能かの検

証を担当の指導職員を交えて実施した。また、３月にはテーマ設定の理由や研究計画を口頭発表す

る、プレ課題研究発表会を実施する予定である。 
 

３ 評価・検証 

  自らでテーマを設定することの難しさを感じる生徒が多かった。生徒は調べ学習ではなく、実験

で実証するという観点を初めて実際に学んだと思われる。生徒が先行論文を調査することにより、

テーマ設定に必要な知識不足が理解でき、自ら進んでＳＳＨ図書や先行文献を読む姿勢が生まれ、

生徒主体の深い学びと広い学びができつつあると考えている。 
 

 

 

 

サイエンスリサーチ（ＳＲ） 

１ 目的・仮説 

  １年次に実施したベーシックサイエンスで学んだことをもとに、自ら課題を見つけテーマを設定
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し課題研究を進める。テーマに対する仮説を設定し実験計画を立案し、実験・観察をする。このこ

とにより論理的思考力を育成し、科学的に研究する能力や将来科学研究に関わる進路を選択しよう

とする意欲を喚起できる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 ２年理数科 

（２）時  間 ＳＲの時間 及び 土・日・長期休業中 ２単位 

（３）内  容   

   課題研究の実施 必履修科目 

学期 内   容 

１ 

学 

期 

班ごとにオリエンテーション 

大学との打ち合わせ 

実験・研究活動 

 

 

２ 

学 

期 

実験・研究活動 

プレゼンテーションの資料の作成 

中間発表会 

鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 

グローバルコミュニケーションスキル（ＧＣＳ）講座 

（国際サイエンス班を中心に海外サイエンス交流に必要とされる英語力を育成する） 

国際サイエンス班は国際交流研修（台湾）にて研究発表 

   

 ３ 

  学 

  期 

 

実験研究活動 

研究のまとめ 

プレゼンテーション資料の作成 

課題研究発表大会 

論文作成講座 

（４）課題研究テーマ及び連携先 

 １年のベーシックサイエンスで決めたテーマをもとに、グループに分かれ課題研究を進めた。研究

テーマの内容、生徒の資質、関心に応じて、国際サイエンス班・外部連携班・校内サイエンス班に分

かれて実施した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国際サイエンス班】 

 12月に行われる国際交流研修にて、台北市立陽明髙級中學（台湾）での研究発表と国際大会での発

表を目指す。グローバルコミュニケーションスキル講座（ＧＣＳ）を受講し、英語でのプレゼンテー

ション能力の向上にも努める。 

【国際サイエンス班】
分野 課題研究テーマ 担当職員 外部連携先 指導教官
生物 駆除・防除に向けてヤンバルトサカヤスデの行動を追う 保島

【外部連携班】
物理 滞空時間の長い紙飛行機を目指して 北迫 鹿児島大学大学院理工学研究科 秦浩起　　准教授
化学 炎色分光光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究 河野・木下 鹿児島大学大学院理工学研究科 神長暁子　助教

化学 BSアンテナを用いた太陽の表面温度測定 河野・木下 鹿児島大学大学院理工学研究科
神長暁子　助教
中西裕之　准教授

化学 紙おむつの原料で防災　～電解質に対するポリアクリル酸ナトリウムの評価～ 河野・木下 鹿児島大学大学院理工学研究科 神長暁子　助教

地学
夏季静穏日における鹿児島沿岸の海陸風の特性Ⅱ
　　～喜入はなぜ陸風が吹かないのか？～

久保 鹿児島大学水産学部
中村啓彦　教授
仁科文子　助教

音楽 課題遂行におけるBGMの効果 友利 鹿児島大学大学院理工学研究科 大塚作一　教授
家庭 酵素を用いて肉を柔らかくする研究 永田 鹿児島大学農学部 濱中大介　准教授

【校内サイエンス班】
物理 小水力発電の効率化の研究 山下
数学 現代における数学学習の状況について 小島・岡元
数学 ルービックキューブについて 小島・岡元
体育 メンタルトレーニングと競技力向上の関係性 濵田・肱岡
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【外部連携班】 

 学校外の研究施設の活用が必要な研究テーマについて、鹿児島の恵まれた自然環境を生かした高度

な研究を行う。月２回程度、研究室を訪問し指導を受け、専門的な機器を使用してデータを採取し、

研究を実施する。 

【校内サイエンス班】 

 校内で実験やデータ採取が可能な研究テーマで、担当職員が必要とした場合のみ短期的に外部研究

機関と連携する。 
 

３ 評価・検証 

  理科・数学以外にも体育・音楽・家庭と幅広い分野にわたる研究を実施し、生徒が主体となって

興味・関心を重視したテーマを設定することができた。中間発表会で各分野の専門の研究者のアド

バイスを参考にして研究の質の向上に努めた。計画から実験、プレゼンテーションまで生徒がいき

いきと活動する姿が印象的であった。大学と連携した発展的な内容の研究も多く、各班とも充実し

た研究をすることができた。また、本年度より始まった鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタにおいても他

のＳＳＨ校や課題研究に取り組んでいる学校の生徒に対してプレゼンテーションやポスター発表を

行った。中間発表会後の期間は短かったが、さらに研究内容の深化や表現力の向上がみられた。  

 ２月の課題研究発表大会では 600 人の聴衆の前で、全ての班がプレゼンテーションを行い、大学を

始めとする研究者との質疑応答も研究の論文化に向けて参考になった。 

  国際サイエンス班は、12 月に台湾の台北市立陽明高級中學で英語によるプレゼンテーション発表

を実施した。 

  評価については、研究の経過に重点を置いている。日常の活動で記録している研究ノート、活動

への取り組みについて５観点（発見・活用力、処理・分析力、まとめる力、表現力、コミュニケー

ション力）について、ルーブリック表をもとに評価した。 
 

【受賞】 第 43 回全国高等学校総合文化祭 

文化連盟賞「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用」 

鹿児島県高等学校生徒理科研究発表大会 

      優秀賞「紙飛行機の滞空時間を延ばす研究」（九州大会出場） 

      優秀賞「炎色分光度計による金属イオンの定量とその応用に関する研究」（九州大会出場） 

  第１回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 

   ステージ部門最優秀賞「炎色分光度計による金属イオンの定量とその応用に関する研究」 

      ポスター部門優秀賞「小水力発電の効率化の研究」 

     第３回ＪＡＬ折り紙ヒコーキ全国大会鹿児島県予選会  準優勝 

     第５回高校生国際シンポジウム 

      グランプリ「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用」 

 

 

サイエンスキャリア（ＳＣ） 

１ 目的・仮説 

  ２年次にサイエンスリサーチで実施した研究結果を論文化することで、科学的素養の向上を図る。

また、研究発表会で発表することにより、研究内容のさらなる深化とプレゼンテーション能力の向

上を図る。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 ３年理数科 

（２）時  間 ＳＣの時間 １単位 

（３）内  容 論文やポスター作成 必履修科目 

（４）論文テーマ及び連携先 
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３ 評価・検証 

  昨年度実施した課題研究を論文化し、研究発表会でポスター発表やプレゼンテーションをしたこ

とで研究について理解が深まり、さらに深化させることができた。 

  評価については、作成した論文の評価だけでなく、活動への個々の取り組み状況を５観点（発見・

活用力、処理・分析力、まとめる力、表現力、コミュニケーション力）について、ルーブリック表

をもとに評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【受賞】 
第 43 回全国高等学校総合文化祭 

文化連盟賞「SPM 濃度測定器（SPM 君）の開発」 

令和元年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 

生徒投票賞 「剥離可能な耐候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ『テープ防除法』の改良」 

第 10 回 RENS 企画 公開セミナー サイエンスインターハイ@SOJO 

準グランプリ賞 「剥離可能な耐候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ『テープ防除法』の改良」 

 

 

普通科 ロジックプログラム 

ロジックプログラムⅠ（ＬＰⅠ） 

１ 目的・仮説 

 基礎訓練期において、探究活動に必要とされる知識と技術を習得し、職員による教科研究、リテラ

シー等の講座､さらに卒業生等のアドバイス講座や研究者講演を充実させることにより、基礎事項の

習得とテーマへの深い理解や視野を育成し、探究活動に対する内的な動機づけを図ることができる。 
 

２ 実施内容・方法 

（１）対象学年 １年普通科 

（２）単 位 数 ３単位 

（３）内    容 情報との融合科目で必履修科目 

学期 内     容 

１    

学    

期 

○サイエンスイベント 

 ・オリエンテーション 

・錦江湾洋上体験学習 

課題研究テーマ 担当職員 外部連携先 指導教官

化学 浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）測定器の開発 河野 鹿児島大学大学院理工学研究科 神長暁子　助教

化学 車のフロントガラスの解氷スプレーの開発 河野 鹿児島大学大学院理工学研究科 神長暁子　助教

生物 ヤンバルトサカヤスデの生態と防除について 保島 鹿児島大学大学院理工学研究科 橋本雅仁　教授

物理 UVセンサを用いた紫外線測定器の製作と紫外線遮へい 山下良 鹿児島大学大学院理工学研究科 大塚作一　教授

化学 植物の発光とストレスの関係性 北迫 鹿児島大学大学院理工学研究科 新留康郎　教授

化学 天然着色料を用いたより安全なフードペンの開発 木下 鹿児島県立短期大学生活科学科 亀井勇統　教授

生物 タイリクバラタナゴ（Rhodes ocellatus ocellatus）の攻撃行動について 白須 九州大学農学部 鬼倉徳雄　准教授

地学 夏季静穏日における鹿児島沿岸の海陸風の特性 久保 鹿児島大学水産学部
中村啓彦　教授
仁科文子　助教

芸術 打楽器の音の性質～トライアングルの場合～ 友利 鹿児島大学大学院理工学研究科 秦　浩起　准教授

地図における四色定理

折り紙で作られる正多面体について

行列の待ち時間を削減する研究

体育 スポーツにおけるメンタルの特徴とパフォーマンス
肱岡
濵田

数学
坂口
小島

【国際サイエンス班】

【外部連携班】

【校内サイエンス班】
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１ 

学 

期 

○新聞ポスターの制作 

南日本新聞社の記者による講演（「新聞の読み方を知り社会について学ぼう」） 

新聞ポスターの制作（事前学習と制作上の３つのステップ） 

・２年の先輩から新聞ポスター作りについて自作品を例に体験談を聴き学ぶ。 

・南日本新聞社の複数の記者からまわしよみ新聞について説明・支援を受ける。 

・新聞をまわしよみながら気になった記事を自由に選びＡ２用紙に貼り、各班発表。 

・４～５日分の新聞からテーマを統一して記事を選んでＡ２用紙に貼り、各班発表。 

・一つの記事を基に、書籍やインターネットなどから関連する内容を記事にしてＡ２用紙

に貼り、各班発表。 

新聞ポスターコンテスト（クラス発表会を経ての代表班によるコンテスト） 

［情報分野］ 

情報社会と情報モラル･･･情報社会の光と影、情報社会と情報モラル、情報社会における            

法と個人の責任 

 

 

２    

学    

期 

○リテラシー講座 

・本校職員と外部講師による講座 

・振り返り講座 

・課題研究の進め方 

・先輩からのアドバイス講座 

［情報分野］ 

インターネットを用いて情報収集する方法、科学情報の収集 

３ 

学 

期 

○課題研究導入 

・テーマ設定、研究内容の検討、研究計画の作成、プレ課題研究発表会 

３ 評価・検証 

  新聞ポスター制作を通して社会問題への関心を高め、リテラシー講座で普段の授業で学ぶことの

ない探究活動に必要とされる基礎知識を習得することで、課題研究のテーマ選択への手がかりを得

る動機づけができたようである。プレ課題研究ではポスター発表を経験したことで、自らの研究を

伝えることの難しさを痛感していたようだ。次年度への課題として人前で発表する機会を増やすこ

とと、専門性を高めることがあげられる。 

 

（１） 新聞ポスターの制作 

１ 目的・仮説 

生徒主体の深くて広い学びを目指し、生き方を論理的・科学的にデザインできる、グローバ

ルで探究的な人材育成を目指すために、この単元を設定した。情報源としての新聞は、インタ

ーネットに比べると即時性では劣るが、長年培ったプロが作成しているので情報の収集・分析、

文章化するノウハウが詰まっている。また、グループで取り組ませることで対話的・協働的な

活動が期待できる。最後に新聞ポスターコンテストを計画することで、広く第三者に伝える技

術を育成し、生徒同士や外部に対して発表を行うことにより、プレゼンテーション能力を育む

ことができると期待する。 
 

２ 内容 

  南日本新聞社の記者には、新聞の構成や読み方についての講演から、まわしよみ新聞の指導、新

聞ポスターコンテストの審査まで幅広くサポートしていただいた。グループで取り組んだ新聞ポス

ター作りには３つのステップを設定し、発展的内容になるよう工夫した。ステップ１では、４～５

日分の新聞をまわしよみながら気になった記事を自由に選びＡ２用紙に貼り、記事に対するコメン

トを書き添えて、完成後グループごとにクラス発表を行った。ステップ２では、４～５日分の新聞

からテーマを統一して記事を選んでＡ２用紙に貼り、完成後グループごとにクラス発表を行った。

ステップ３では、ステップ２で作成したポスターから一つだけ記事を選んで、書籍やインターネッ

トなどから関連する内容を記事にしてＡ２用紙に貼り、クラス発表を行った。審査の結果各クラス
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から３グループを代表として選出し、１学年普通科全体で新聞ポスターコンテストを実施した。 
 

３ 評価・検証 

  高校生になって初めて取り組む課題研究が新聞ポスター作りであった。何よりも自分たち自身

で作り上げる作業であるという性格から、生徒たちの積極的参加がみられた。仕上げとして、ク

ラス発表や新聞ポスターコンテストがあり、そうした相互評価を通じて、単に楽しむだけでなく

課題研究のあり方のヒントを考える機会が得られたのではないかと考える。 

 

（２） リテラシー講座 

１ 目的・仮説 

 幅広い分野からなるリテラシー講座を設定することで、課題研究を実施するための基礎的知識

の習得と科学的・論理的思考力を育成できる。 
 

２ 内容 

  リテラシー講座は講義を１時間実施し、その次の時間には振り返り及び「課題研究メソッド」

を活用した課題研究の進め方を組み込んだ。リテラシー講座では本校職員・大学教授・本校ＯＢ・

一般企業まで幅広い人材に多角的な視点から講座を実施していただいた。 

講座名 担当者 内容 

「科学倫理」 

生命 

ＡＩ 

本校職員 

玉利 

正副担任 

科学技術の進歩にともない急速に変化していく現代社会にお

いて２つのテーマについて課題探究型で学習する。通常の授業を

発展させて、科学的思考力を育むとともに科学にかかわる倫理的

要素の重要性に気づかせる。 

「 ロ ジ ッ ク 国

語」 

本校職員 

平山・若松 

論理的思考力を養うために、400字で作る３段落構成の作文を

題材にして、構成方法と書き方について学ぶ。 

「情報探査」 本校職員 

北迫 

現代社会の基盤を構成している情報に関わる知識や技術を科

学的な見方・考え方で理解し、習得させるとともに、情報機器を

活用して情報に関する科学的思考力・判断力等を養う。 

「書誌学」 本校職員 

上村 

図書の分類方法の基礎を理解する。課題研究のテーマ設定、研

究内容が深化するよう図書の検索から新聞記事データベースの

利用方法を学ぶ。 

「身近なものか

ら 心 理 学 を 学

ぶ」 

鹿児島大学法文

学部准教授 

横山 春彦 

 心理学は人間だけが対象なのではなく、例えば、ネコを通して

性格差や関係性あるいは人間との関わり方などを実験によって

把握することができる。 

「微生物産業と

生物工学」 

鹿児島大学理工

学研究科教授 

橋本 雅仁 

 医薬品製造から環境浄化など幅広く工業利用されている微生

物についての基礎理解をもとに、鹿児島の黒酢生産など生物工学

分野での利用例や最近の研究成果を学ぶ。 

「保育学概論」 鹿児島大学教育

学部准教授  

金 娟鏡 

 幼稚園や保育園での乳幼児教育を志望している生徒だけでな

く、将来保護者として子育てを行うことも視野において、乳幼児

にとって「遊び」とともに成長することの意義を学ぶ。 

「医療が必要な

子どもへの関わ

り方」 

鹿児島大学医学

部准教授 

山本 直子 

 看護師について、基礎となる資格取得までの流れ及び看護の対

象やその役割について学ぶ。そして、講座の中心である子どもの

権利をふまえ発達段階に応じた接し方や措置を学ぶ。 

「先輩からのア

ドバイス講座」 

本校ＯＢ 
JX喜入石油基地(株) 

鈴 あゆみ  
筑波大学理工学群 

工学システム学類 

荒川 和樹 

本校在学中にＳＳＨで取り組んだ課題研究の方法を当時の資

料やこれまでの研究を自身の経験を交えながら紹介し、課題研究

で培った情報収集力や分析力、プレゼンテーション力が大学や社

会人になっても必要であることを学ぶ。 

「課題研究の進

め方」 

一般財団法人  

Glocal Academy 

岡本 尚也 

「課題研究メソッド」の著者から課題研究の基礎的な知識から

取り組む上で留意すべきことなど、様々な角度から今後の課題研

究のすすめ方を学ぶ。 
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３ 評価・検証 

  ３学期から始動する課題研究に向けて、校内の職員による全クラス共通のテーマの講座と、大

学講師による文系・理系を意識した希望による講座を受講させた。さらに、先輩や「課題研究メ

ソッド」の著者の講座を受講して、より具体的な課題研究のあり方・進め方を学んだ。いずれの

講座も日頃の授業では学ぶことのできない内容で、これから取り組む課題研究に様々なヒントを

得ることができた。 

 

（３） プレ課題研究 

１ 目的・仮説 

  普通科４クラスを解体し、分野別にグループ編成をすることで、生徒は自分の希望する分野の

研究ができる。また、担当職員も自身の専門に近いグループの担当をすることで、より的確な指

導を行うことができる。研究発表会を設定し、班ごとに取り組ませることで対話的・協働的活動

が期待でき、発表の機会を設けることで、表現力の向上を図ることができる。 
 

２ 内容 

  グループは文系分野・理系分野に配慮し、医療・生命科学・自然科学・人文科学・社会科学・ス

ポーツ・保育教育の７分野で編成した。生徒から希望を募り、グループを編成し、分野ごとにテー

マを進めることで自らが取り組みたい内容を同じ志を持ったメンバーと協力して取り組む事ができ

るようにした。２月の校内発表会に向けてポスターを作成し、事前にグループ内発表を行った。 

校内発表会では、それぞれが取り組んだ研究について、同級生や学年担当の先生方にわかりやすく

発表した。 
 

３ 評価・検証 

  ３学期は授業の回数も少なく、短い時間でポスターを完成させなければならなかったため、内

容が不十分なものもみられたが、２年生の研究発表会でのパワーポイントでのプレゼンテーショ

ンを見ることで、次年度へのイメージを膨らませることができたようである。 

 

 

ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ） 

１ 目的・仮説 

  探究展開期として、１年次から取り組んでいる課題研究を各テーマに応じて外部（大学・民間）

の活用を図り、提携事項を焦点化することにより、生徒主体の探究を活性化することができる。 
 

２ 実施内容・方法 

（１）対象学年 ２年普通科 

（２）単 位 数  １単位 

（３）内  容 文系・理系の枠を超えて、クラスを解体し、医療・生命科学・自然科学・人文科学・社会

科学・スポーツ・保育教育の７分野に分かれてグループを作り課題研究に取り組む。 
 

学期 内容 

１ 

学 

期 

○テーマの決定とグループの編成 

○調査・アンケート等を中心とした課題研究の実施 

○大学等との連携を必要とする班は連携計画を作成 

○文化祭で途中経過の発表 

２ 

学 

期 

 

○中間発表会Ⅰ（８月 20 日） 

 ・２月に海外サイエンス研修として台湾を訪問し、現地高校生との交流・大学での発

表を希望する班の選抜を実施 
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２ 

学 

期 

○中間発表会Ⅱ（10 月 21 日） 

・調査・アンケートを実施し、ポスターを作成し発表 

・海外選抜班はポスターとスライドを両方作り、代表者はスライドでプレゼンテーション 

○海外選抜班は英語での発表練習のため校内でＧＣＳ講座を受講 

３ 

学 

期 

○ＳＳＨ生徒課題研究発表会（２月７日） 

 ・宝山ホールにてＳＳＨ生徒課題研究発表会を実施し、２学年全員（普通科・理数科）がポ

スター部門とスライド部門に分かれ発表 

○海外サイエンス研修（２月 25 日～28 日）→中止 

 ・選抜された普通科生徒６名が台湾の高校と大学でプレゼンテーション交流を実施計画して

いたが、新型コロナウィルスの流行により中止。 

○海外サイエンス研修報告会（３月 19 日）→上記理由により中止 

○次年度の論文作成に向けた探究に関連する発展的課題を設定 
 

３ 評価・検証 

１年次に３単位で行っていたＬＰが２年次では１単位になったが、各班、限られた時間の中で

熱心に課題研究に取り組んだ。外部との連携は全ての班で行うことはできなかったが、研究テー

マに応じて、大学や動物園との連携が行えて良かった。海外サイエンス研修は、昨年度は普通科と

理数科の両方からの代表選考であったが、今年度は理数科全員が国際交流研修に参加したため、

普通科のみから代表を選ぶことができ、選抜される確率が広がったことで、昨年度同様に意欲的

な生徒がそろった。結果として健康・安全面のやむを得ない理由により海外サイエンス研修は実施

できなかったが、２月の課題研究発表に向けて、学年の中心となって意欲的に研究に取り組んだ。 
 

【受賞】 
グローバルサイエンティストアワード”夢の翼" 

大塚製薬賞「剥離可能なマスキングテープを利用したテープ防除法の改良」 

 

 

ロジックプログラムⅢ（ＬＰⅢ） 

１ 目的・仮説 

  普及発展期として、２年次に取り組んだ課題研究を基に、論文を作成することで情報収集力と文

章構成力を養うことができる。また、研究発表会で発表することにより、研究内容のさらなる深化

とプレゼンテーション能力の向上を図る。 
 

２ 実施内容・方法 

（１）対象学年 ３年普通科 

（２）単 位 数 １単位 

（３）内  容 研究の概要（要旨）・動機・方法・結果と考察・今後の研究等についてグループで協

議したのち、グループ内で担当箇所を決め、論文を作成し、担当教諭の添削を経て、製

本化する。 

（４）論文テーマ一覧 

ＬＰ医療科学 

精神障害について 

鹿児島茶は健康のカギだった！？ 

ワクチンについて 

オシャレ障害について 

白血病と骨髄移植・骨髄バンク 

動物由来感染症について 

様々な医療関係の専門職について 

ＬＰ自然科学 

台風の発生の仕方と発生しにくい環境の作り方 

酵素の力を使ってロケットを飛ばす 

車を動かす上で、安全で燃費の良いエネルギーとは？ 

人を深海へ 
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３ 評価・検証 

  ２年次に実施した課題研究を論文化し、研究発表会でプレゼンテーションをしたことで研究につ

いて理解を深めることができた。特筆すべきなのは、昨年度初めて行った海外サイエンス研修に参

加した班が中核となって、普通科ＬＰの研究内容で初めて対外的な学会発表を行ったことである。

課題研究を普通科に拡大する中で、１つのモチベーションとして普通科から生徒を選抜し、海外サ

イエンス研修に参加させたことは、学校全体の課題研究の意識を向上させる大変良い機会となった。 

  評価については、作成した論文の評価だけでなく、活動への個々の取り組み状況を５観点（発見・

活用力、処理・分析力、まとめる力、表現力、コミュニケーション力）について、ルーブリック表

をもとに評価した。 
 

【学会発表】 サイエンスインターハイ＠sojo 

「鹿児島茶は健康のカギだった！」 

「桜島とともに生きる人々」 
 

 

ＳＳＨ特別事業 

錦江湾洋上体験学習 

１ 目的・仮説 

身近な自然を科学的な観点から見たり考えたりする力を養うことを目的とする。桜島フェリーを

貸し切り、錦江湾上での巡検を実施することで、入学して間もない１年生が、学校から毎日目にす

る桜島や錦江湾など鹿児島の自然について科学的視点から興味関心を高めることができる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 １年普通科・理数科 

（２）期  日 平成31年４月19日 

（３）講  師 鹿児島大学  大木 公彦 名誉教授 

ＬＰ生命科学 

高校生活での血圧の変化 

犬の病気 

チョウと環境 

ダイオウグソクムシの生態について 

鹿児島市内の高校生のペット飼養に対する意識調査 

体温上昇させる食物について ～ホットドリンクを作ろう～ 

犬・猫の殺処分 

糖尿病と食生活 

ＬＰ人文科学 

人工知能（AI）について 

リュートの歴史と背景 

音楽療法 

スマホが生徒に与える影響 

髪型の変化について 

学校給食について 

ＬＰ社会科学 

アフリカの貧困問題 

三反園知事について 

世界の紛争 

桜島とともに生きる人々 

ＬＰスポーツ科学 

けがの防止について 

快適な睡眠 

プロテインの正しい飲み方 

ＬＰ保育・教育 

幼児の健康に良い離乳食 

保育園で教えられる歌とリズム遊び 

鹿児島県の待機児童について 

科学から見た子育てについて 

離島教育の実情と課題 
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（４）行  程 

   9:00       桜島フェリーターミナル集合 

   9:15       乗船開始 

   9:30～12:30      錦江湾巡航および洋上研修 

   12:30       鹿児島港着岸 

   13:30～15:30      かごしま水族館での研修 
 

３ 評価・検証 

  鹿児島大学の大木 公彦 名誉教授を講師として招き、錦江湾と桜島の形成と特徴、さらには鹿児

島の地質についての講義を聴きながら湾内を巡航した。姶良カルデラと錦江湾の形成、熱水噴出口

とサツマハオリムシなど錦江湾について興味あふれる内容であった。生徒は熱心にメモをとり講義

後も講師に積極的に質問するなど、鹿児島の自然環境のすばらしさを改めて感じていた。 

  下船後は、かごしま水族館へ移動し、鹿児島湾や西南諸島に生息する水生生物や錦江湾の生態系

について、観察・学習した。午前中の講義で説明いただいたサツマハオリムシを実際に観察するこ

ともできた。 
 

 

挑戦人 

１ 目的・仮説 

  大学・短期大学から様々な学部・学科の講師を招いてトークセッションを開いたり、実際に講師

と対話を行ったりすることによって、学問と進路とのつながりを理解させ、その後の学習意欲の高

揚を図る。 
 

２ 実施内容 

１回目 

（１）対象学年 １年普通科・理数科 

（２）日  時 令和元年11月12日（火） 15:05～16:10 

（３）内  容  

「進学先（大学・短大・専門学校）によって、学びにどのような違いがあるか。」「学部学科・

専攻科による違いは何か。」「進路先によって、どのような就職が可能か。」など、文理選択を

前に、自己の適性、自己の将来や職業選択、学問と職業の関係について考える。 

１回目講師一覧 

大学・短大等 学部 職・氏名 備考等(講演タイトルを含む) 

宮崎大学 工学部 准教授・李春鶴   「コンクリートと我々の生活」 

鹿児島大学 理工学研究科 准教授・九町健一   「ＤＮＡ鑑定のしくみ」 

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 准教授・木之下道子 「管理栄養士・栄養士ってどんな仕事」 

九州看護福祉大学 リハビリテーション学科 専任講師・吉田勇一 「リハビリテーション分野で活躍する理学療法士」 

鹿児島純心女子大学 人間教育学部 教授・川上典子 「日本の英語教育と外国の英語教育」 

下関市立大学 経済学部 准教授・天野かおり 「充実した大学生活を送るために～高校生への４つのアドバイス～」 

鹿児島県立短期大学 文学科 助教・土持かおり 「英語学習 成功する人、しない人」 

東京アカデミー  内村剛志 「公務員とは何か？その種類と試験の現状について」 
 

２回目 

（１）対象学年 ２年普通科・理数科 

（２）日  時 令和元年11月19日（火） 13:30～16:25 

（３）内  容  

県内外の大学から講師を招いて授業を行い、それぞれの専門教育の一部を実際に体験すること

によって、生徒の進路希望確立の一助とする。生徒は以下の12分野から興味のある分野を選び２

講座受講する。 
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２回目講師一覧 

大学 学部 職・氏名 備考等(講演タイトルを含む) 

鹿児島大学 理学部 助教・加藤太一郎 「ホタルの光とバイオテクノロジー」 

鹿児島大学 農学部 准教授・清水圭一   「遺伝子組み換え作物の話」 

鹿児島大学 工学部 助教・小池賢太郎 「あいもこいもそいもドボク」 

鹿児島大学 医学部 助教・山下哲 「痛みと脳科学」 

鹿児島大学 工学部 教授・武若耕司 「鹿児島の資材シラス」 

崇城大学 工学部 准教授・小林健児 「ラムロケットエンジンの研究」 

崇城大学 薬学部 教授・宮村重幸 「薬剤師の職能と果たすべき役割」 

福岡大学 法学部 教授・廣澤孝之 「かしこい主権者になるために」 

鹿児島大学 水産学部 教授・大富潤 「南北６００キロの海の生き物」 

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 講師・前原宏美 「看護におけるコミュニケーション」 

鹿児島純心女子大学 看護栄養学部 講師・今村佳代子 「スポーツ栄養学の世界」 

志學館大学 人間関係学部 講師・日高愛子 「くずし字で読む古典文学」 
 

３ 評価・検証 

  １回目は、１年生の文理選択直前期ということで、生徒個々の興味関心をもとに、８講座から希

望講座の申し出をさせ、調整の上で行った。 

８講座の中でも「ＤＮＡ鑑定のしくみ」は、普通科・理数科に関わらず、生徒の希望が多く集ま

った。受講後の感想文からも、「もう少し知りたいことがあった。」「どういう仕組みなのか、さらに

深く知りたくなった。」「家でさらに調べてみたいと思う。」など、関心の高さをうかがい知ることが

できた。また、「リハビリテーション」に関する講座においても、かなり専門的な筋肉に関する講義

を聴いたり、理学療法士の仕事内容をくわしく知ることができたり、かなり有意義な時間となった

ようである。大学の先生方の講義は難解なのではないかと危惧していたが、いずれの講義について

も、興味・関心さえ高く持ち得れば、生徒はよく耳を傾け、理解が可能であることがわかった。 

感想文を介しては、講義内容について思考する力、また理解した内容をさらにレポートとして表

現する力についても向上（成長）を垣間見ることができた。 

今後の学習に対する意欲や進路選択にも大きな効果が期待できると思われる。 

  ２回目についても、生徒たちは大学の授業がより専門的であり、奥深く学習できることに関心を

持ったようである。興味のある分野や職業に密接している分野など今後の進路選択において、具体

的に考えるよい機会となった。一般的な知識・教養から専門性を高める学問へ移行していくという

ことを実感できた生徒もいたようである。このような機会を利用し、学ぶ意欲を高めることが進路

実現への一歩につながる。 

 

 

ＳＲ・ＬＰⅡ・生物研究部合同フィールドワーク 

１ 目的・仮説 

（１） 郷土の豊かな自然と現状について、体験を通して学ぶ機会とするとともに、ＳＳＨにおける

探究活動の活性化を図る。 

（２） ヤンバルトサカヤスデの侵入・生息状況を通して、自然環境と人間生活のかかわりについて

考察し、自然科学への知的好奇心や豊かな科学的素養を育むとともに自然に対する総合的な観

察力・考察力の育成を図る。 

（３） 学校周辺での観察結果から、生徒は「ヤンバルトサカヤスデは夏季に川辺で群れており、秋

にはその周辺で群れるのではないか」「ヤンバルトサカヤスデは川を横断できるのではないか」

等の川との因果関係についての仮説を立て、屋久島での観察と住民への聞き取りで確認する。 
 

２ 実施内容 

（１） 参加者 ２年 普通科２名、理数科７名、引率教員１名 
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（２） 期 日 令和元年 11 月９日(土) 

（３） 場 所 屋久島の３集落（原、長峰、楠川）で実施。 

（４） 行 程 

7:30  鹿児島港出発 

10:30  宮之浦港到着 

11:00  屋久島役場へ到着後、本年度の大量発生地域（原、長峰、楠川）を役場職員から説

明を聞きながら探索 

・役場職員に発生状況や対策等を質問 

・本校の取組を発表 

・ヤスデ採集と地形等を確認 

15:30 宮之浦港到着・レポート作成 

16:00 宮之浦港出発 

18:05 鹿児島港到着 
 

３ 評価・検証 

本校では２年生の課題研究で普通科・理数科・サイエンス部が協同でヤンバルトサカヤスデの生

態、駆除と防除の研究を行っている。今回、屋久島町役場生活衛生課の職員の案内のもと、これら

の生徒に対してフィールド実習を行った。 

役場職員から屋久島での発生状況と対策を伺った後、生徒は熱心に質問を行い、その後、彼ら自

身の研究成果についても発表した。生徒の発表を受けて、職員からも質問をいただいた。これに対

して、生徒は研究ノートやサンプルを提示して説明するなど、活発な議論や意見交換が行われた。

この活動を通して、生徒は自然環境と人間生活のかかわりについて考察できたと思われる。 

さらにヤスデ採集では体長や特性を記すだけではなく、土壌の性質や植生、川の分布などに注意

を払いながら記録を取り、生徒同士で意見を交換しながら、自分たちの仮説について考察・検証し

ていた。この活動を通して、生徒は自然への知的好奇心とともに、自然に対する総合的な観察力・

考察力を養うことができたと思われる。 

 

 

国際交流研修 

１ 目的・仮説 

  グローバルで探究的な人材育成のため、昨年まで選抜者のみが訪問していた台湾を、今年度は理

数科全員で訪問することで、教育効果を高める。多くの生徒は海外への渡航は初めてであると考え

られるので、プレゼンテーション交流や異文化交流を設定することで、大人になってから単に観光

旅行するより、大きく視野を広げることができる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 ２年理数科 

（２）期  日 令和元年 12 月 10 日～13 日 

（３）内  容 

月日（曜） 地名 現地時間 スケジュール 

12 月 10 日（火） 鹿児島中央駅発 9:30 集合、バスにて鹿児島空港へ 

  鹿児島空港発 12:20 空路、台北へ 

  台北空港発 14:30 台北市へ移動 

  台北市内   故宮博物館観光・台北 101 展望台 

12 月 11 日（水） 台北市内 9:00 朝市散策 
    小籠包づくりと昼食・台北市内班別自主研修 

     現地大学生とのＢ＆Ｓプログラム 

12 月 12 日（木） 台北市内 9:00 現地の台湾市立陽明髙級中學との交流 
  12:00 昼食・九份観光 
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   19:00 士林夜市散策 

12 月 13 日（金） 台北市 5:30 ホテル発 バスにて空港へ 

  台北空港発 8:15 空路、鹿児島へ 

  鹿児島空港発 12:30 バスにて鹿児島中央駅へ  解散 
       

 

３ 評価・検証 

台北市内を移動する自主研修では、各班に現地の台湾人の大学生が 1 人ずつ同行してくれるＢ＆

Ｓプログラムを利用しており、英語でのコミュニケーションが必須であった。台湾市立陽明髙級中

學では、双方の学校がパワーポイントや動画を用いて学校紹介や研究紹介、文化交流を英語で行っ

た。本校からは「ヤンバルトサカヤスデの防除の研究」を英語で発表した。現地の高校生からは「地

震の研究」等の理科研究が発表されたが、多くのデータを解析した発表のレベルの高さもさること

ながら、英語の流暢さに圧倒された。台湾の高校生の英語力は非常に高く、本校の高校生も大きな

刺激を受けたに違いない。アンケートから「十分満足」が約６割を占めるなど、有意義な交流であ

った。また、英語での買い物や、値引きを経験するなど、現地の生活様式にも触れることができた。 

同じアジアの人々と、英語を用いてコミュニケーションを取り、仲良くなることを高校生の時期

に経験できたことは、生徒にとってかけがえのないものであったことは間違いない。鹿児島空港か

らわずか 2 時間で入国審査の緊張感や、日本と違う雰囲気の「外国」を経験できる台湾での国際交

流研修は生徒のグローバルな視点を養うのに大変効果的であった。 

 

 

海外サイエンス研修 

1 目的・仮説 

  海外の大学・高校で共同実験や課題研究のプレゼンテーションを行うことで、グローバルで探究

的な人材育成ができる。また、英語による発表および交流会により英語力とコミュニケーション力

の向上を図ることができる。 
 

２ 実施内容 

（１）訪問者  引率者  早﨑晋一（教頭）、東丸直哉、山口貴正 

        生 徒  普通科６名  

（２）期 日  令和２年２月 25 日～28 日 ３泊４日 

（３）訪問先  台湾 國立成功大學 國立台南女子髙級中學 

 ※新型コロナウィルスの影響で令和２年１月 28 日に中止を決定。 

 

 

ＳＳＨ 高校生のための論文作成講座 

1 目的・仮説 

 本校は、研究開発テーマに「生き方を論理的・科学的にデザインできる、グローバルで探究的な人

材育成を目指すプログラムの開発と実践」を揚げている。そこで、基本的な論文の作成や留意点を学

ぶために、論文作成講座を実施する。 
 

２ 実施内容 

（１）日 時 令和２年２月 17 日 13:35～15:35 

（２）場 所 鹿児島県立錦江湾高等学校 体育館 

（３）対 象 ２年生（普通科・理数科） 

（４）講 師 鹿児島大学理工学研究科  神長 暁子 助教 
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授業改善 

１ 目的・仮説 

ＳＳＨ事業を全職員で取り組む組織体制に改善し、各部・各学年・各教科の関連化を図り、アク

ティブラーニング授業改善委員会等も位置付けることにより、職員の意識の改革、及び授業力や指

導力の向上を推進することができる。 
 

２ 実施内容・方法 

校内に授業改善委員会を組織し、職員全体でアクティブラーニングによる授業改善・評価・カリ

キュラムの研究を推進した。今年度の具体的な取組は以下のとおりである。 

（１）授業改善委員会の設置 

   校務分掌の中に、授業の企画・立案・研修等に関することを話し合う、授業改善委員会を設置

した。進路指導部主任をチーフとして、各教科主任で構成し、週１回時間割に設定された各教科

会で検討したことを委員会に持ち寄り、全職員の意見を集約しながら授業改善について研究を推

進した。 

（２）授業についての職員自己評価及び生徒評価の実施 

   職員の授業改善の意識については、学校評価における職員の自己評価を行い、過去の評価の値

と比較し、その変容を調べた。また、生徒についても教科毎の授業評価を実施し、職員同様に過

去の評価の値と比較し、その変容を調べた。 
 

３ 評価・検証 

  教科指導アンケートから「課題を設定して考えさせる学習活動をより導入するようになった」

74.2％、「ペアワークやグループ活動をより導入するようになった」77.4％、「自分の言葉で記述す

る学習をより導入するようになった」80.6％と、通常授業の中に探究活動を取り入れる実態が確認

できた。３年間で全職員が課題研究に携わったことから、職員の生徒観や教材観も大きく変容し、

例えば理科・数学以外の授業において、各教科とも日常的に学習教材について課題を設定して探究

させ、表現・対話させる授業を展開している。（75％程度）また、課題研究の取組を活用して、単元

から興味ある課題を見つけ、ＳＳＨ図書コーナーやパソコン室で文献検索を行い、グループ毎にポ

スターにまとめ、発表する授業等も行っている。講義式一辺倒の授業は、ほぼないことを視認でき

る。生徒授業評価にも主体的・対話的で深い学びの授業への求めが多く、職員アンケートの結果か

ら、ＳＳＨ全校体制後は、授業での生徒の主体化を図りたいとする職員がほとんどで、グループ学

習やペアワークを行いながら、探究的授業を試行錯誤して展開している。 

来年に向けて各教科で探究的な視点につながる教材分析や計画を作成し、評価ルーブリックと

ともに、それらをシラバスに明確に反映させる作業を推進している。それが課題研究の指導力向

上にも直結するものと考えている。各教科とも学習教材分析とその探究的な視点や評価ルーブリッ

クを組み込んだシラバスの作成に向けて、取り組みを進めている。 

 

 

サイエンス系部活動の活性化 

１ 目的・仮説 

 理数科・普通科を問わずに未来の科学者を目指す生徒を募集し、先進的な研究活動と実験教室を

自主的に企画運営する能力を育成することで理系エキスパートを養成できる。 
 

２ 部員数 

 １年 ２年 ３年 

化学研究部 ９人 10 人 ６人 

生物研究部 ５人 ３人 ５人 
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３ 活動 

  研究と実験教室の２本を柱として、生徒が主体となって活動できるよう、新入生に対して育成シ

ステムを実践している。夏休みまでは顧問と２年生の指導により研究の基礎を学ばせ、その後は、

各自が研究活動に入る。また、週に一度、報告会を設定し、研究の進捗状況を説明し、部員間で研

究についてのアドバイスを行っている。 

（１）研究活動 

研究テーマ 

【化学研究部】 

・紙おむつの原料で防災        ・炎色分光光度計による各金属イオンの定量とその応用 

・ドローンを用いた気象観測      ・BS アンテナを用いた太陽の表面温度測定 

・紫キャベツ色素が黒色に？ Part.2  ・ＳＰＭ測定器（ＳＰＭ君）の開発 

・車のフロントガラスの凍結予報サイトの開設及び解氷スプレーの開発 
 

【生物研究部】 

・タイリクバラタナゴの攻撃行動    ・タイリクバラタナゴの攻撃行動の婚姻色 

・海洋プランクトンの抽出と培養    ・系統樹を用いたカタラーゼの起源を追う 

（２）実験教室 

 プレゼンテーション能力の向上と地域への理科教育の普及を目的とした、部独自の実験教室を

実施している。化学研究部１年を中心に夏休みから、生徒が企画・運営を行っている。 

 【サイエンス系部活動単独で実施】     【理数科と連携して実施】 

・平川児童クラブ実験教室        ・小学校実験教室 

・てげてげハイスクールフェスティバル  ・中学校実験教室 

                      ・大型商業施設での実験教室 
 

４ 大会参加と表彰 

【化学研究部】 

九州大会７年連続出場 

７年間で 56 個の賞を受賞 

大会名 主催 賞 

第 43 回全国高等学校総合文化祭 全国高等学校文化連盟 文化連盟賞 

鹿児島県高等学校生徒理科研究発表大会 県高等学校文化連盟 優秀賞 

第１回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会 最優秀賞 

【生物研究部】 

サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ、グローバルサイエンティストアワード”夢の翼”、九州

大学アカデミックフェスティバル、鹿児島県高等学校生徒理科研究発表会、国際シンポジウムで

の英語発表（書類審査通過）に参加 
 

５ 評価・検証 

 錦江湾高等学校のサイエンス系部活動は、これまで国内・外で数々の受賞歴を持ち、化学研究部・

生物研究部とも活発な活動を展開してきた。今年度は、化学研究部と生物研究部を中心に新たなテ

ーマを設定し活発な研究活動とサイエンス系部活動独自の実験教室も数多く実施することができた。

新入生に対する育成プログラムが有効にはたらき、１年生からテーマを設定し研究活動に取り組む

ことができた。週に一度研究の結果についても部員間でディスカッションする報告会を設定するこ

とで、研究の質を向上させることができた。これらの活動により、生徒のデータを分析する力、考察

力、プレゼンテーション能力を伸ばす体制ができたと考えている。研究発表においても化学研究部

の鹿児島県高等学校理科研究発表大会で優秀賞、第１回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタで最優秀賞な

ど各種大会や学会で多くの賞を受賞した。 
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地域・社会への普及と貢献 

鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会 

１ 目的・仮説 

  鹿児島県内のＳＳＨ指定校が協力してＳＳＨ事業に取り組むことで、課題研究の質の向上と職員

の指導力の向上を図ることができる。さらに、県ＳＳＨ交流フェスタを通してＳＳＨ事業の成果を

県内の高校に普及することができる。 
 

２ 実施内容 

組織の構成 

  幹事校 鹿児島県立錦江湾高等学校 

      鹿児島県立鹿児島中央高等学校  鹿児島県立国分高等学校  池田学園池田高等学校 

（１）第３回鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会 

  期  日 令和元年６月27日 

  場  所 錦江湾高等学校 小会議室 

 協議事項 ・鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの役割分担について 

（２）第４回鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会 

 期  日 令和元年９月18日 

 場  所 宝山ホール（鹿児島県文化センター） 

  協議事項 ・鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの細案について 

（３）令和元年度第１回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタ 

 期  日 令和元年11月８日 

 場  所 宝山ホール（鹿児島県文化センター） 

  概  要 ステージ発表に県内ＳＳＨ校４校、ＳＳＨ指定以外の２校、県外ＳＳＨ校２校が参加 

       ポスター発表に県内ＳＳＨ校４校、ＳＳＨ指定以外の４校、県外ＳＳＨ校２校が参加 

       主対象は高校２年生、関係者を含め、総勢800名ほどが参加 

（４）第５回鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会 

 期  日 令和２年２月19日（実施予定） 

 場  所 錦江湾高等学校 小会議室 

  協議事項 ・鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの反省 

    ・次年度の幹事校および役割分担の確認 

    ・第２回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの実施要項（概案） 

    ・謝金規定の見直し 
 

３ 評価・検証 

  昨年度、県立鹿児島中央高等学校と県立国分高等学校がＳＳＨ校に指定され、県内のＳＳＨ校が

４校に増えたことを機に、本校が幹事となって鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会を設立した。会では昨年

決定した鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタの実施に向けた、実務的な内容がほとんどとなった。 

  令和元年11月８日に県ＳＳＨ交流フェスタが実施され、第１回大会を終えることができた。800名

ほどが参加し、盛会のうちに幕を閉じた。その際得られたアンケート結果を以下に示す。 
 

他校の生徒も交えた探究（課題研究）成果の発表会に参加するのは初めてですか。 

  錦江湾 鹿児島中央 池田 国分 外部 合計 割合(％) 

初めて 167 261 11 47 4 490 73.8 

参加したことがある 52 9 47 40 26 174 26.2 

本大会は、あなたの今後の探究またはご指導・お仕事への役に立ちましたか。 

  錦江湾 鹿児島中央 池田 国分 外部 合計 割合(％) 

大変役に立った 52 25 12 44 9 142 21.3 

役に立った 140 181 35 42 18 416 62.5 

あまり役に立たなかった 23 50 11 1 3 88 13.2 

全く役に立たなかった 4 16 0 0 0 20 3 
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本大会の満足度を教えてください。 

  錦江湾 鹿児島中央 池田 国分 外部 合計 割合(％) 

大変満足 60 38 11 22 4 135 20.4 

満足 135 175 24 57 19 410 62.0 

やや物足りない 9 18 5 8 4 44 6.7 

不満足 3 10 2 0 2 17 2.6 

どちらともいえない 14 28 12 0 1 55 8.3 

アンケートの結果、他校を交えた生徒研究発表会に初めて参加したと答えた生徒が７割を超え、特

に本校と鹿児島中央高等学校が目立った。この多くは、本大会がなければ、自校の発表会のみに終始

すると予想される。他校と研究交流する機会を設定できたことは大変意義深い。また、今後の研究や

指導に役立った（約９割）、本大会に満足（約９割）となった。記述欄において「高校生：他の学校

がどのようにして研究しているかを見られて、すごく面白かった」「高校教員：他校の生徒の研究の

取組、発表態度など、今後指導する上で大変参考になった」「中学教員：中学生がとても刺激をうけ

ており、中高連携を考えると、良い大会だと思った。ステージ発表は分かりやすい内容が多く、質問

もあり、とても良かった。ポスター発表もよく工夫され、丁寧に答えてくれた。班や学校によって練

度に差があることも互いに刺激になってよいことだと思う」という意見をいただいた。他にも、県内

外、発表者・観覧者ともに、肯定的な意見が多く、皆が視野を広げ、切磋琢磨する大変意義深い大会

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

錦江湾高校わくわく実験教室 

１ 目的・仮説 

  鹿児島市内大型商業施設で、おもに小学生を対象に体験

科学教室を実施する。生徒は実験教室を企画・実施するこ

とにより伝える力やプレゼンテーション能力を高め、小学

生は科学に対する興味・関心を高めることができる。また、

この事業によりＳＳＨの取り組みを地域さらには鹿児島市

民に広く知ってもらうことができる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象生徒 サイエンス系部活動 

（２）期  日 令和元年８月３日 

（３）後  援 鹿児島市教育委員会・南日本新聞・ＮＨＫ鹿児島放送局・ＭＢＣ南日本放送 

・ＫＴＳ鹿児島テレビ・ＫＫＢ鹿児島放送・ＫＹＴ鹿児島読売テレビ 

（４）実施場所 イオンモール鹿児島 

（５）内  容 

   鹿児島市内にあるイオンモール鹿児島の店内広場で主に小学生を対象に実験教室を実施した。

「身近な科学」をテーマに簡単な実験を紹介し、実験方法や簡単な原理などを指導した。地元紙

や情報誌、イオンモール鹿児島のホームページに事前告知を掲載してもらった。ＰＲポスターを

作成し、地元の小学校にも配布した。 
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【実施した実験】 

  Ⅰ 『スライムを作ろう』         Ⅱ 『手形を作ろう』  

 Ⅲ 『イオンペンを作ろう』        Ⅳ 『芳香剤を作ろう』 

  Ⅴ 『電磁石で魚釣り』          Ⅵ 『ストローで笛を作ろう』 

 Ⅶ 『ＢＳアンテナで太陽の温度を測ろう（展示）』 
 

３ 評価・検証 

  イオンモール鹿児島での湾高わくわく実験教室も６回目となった。今年度も実験の参加者数は児

童と保護者を合わせて約2000人と大盛況で地域の夏休みの恒例行事となっている。参加者の年齢・

学年にかかわらず楽しく実験に取り組めるよう多くのブースを設け、実験内容も難易度の幅を広く

した。実験の原理を小学生に伝える方法を考えることで高校生とっても理解の深化やプレゼンテー

ション能力の向上につながっている。錦江湾高等学校の理数科やＳＳＨについて尋ねる保護者もい

て広報の点からも大きな収穫を得ることができた。 
 

 

地域小・中学校出前授業（理数科１年） 

１ 目的・仮説 

  小・中学生を対象に体験科学教室を実施する。本校生徒は実験教室を企画・

実施することにより伝える力やプレゼンテーション能力を高め、小・中学生は

実験を通して科学の基礎を理解するとともに科学に対する興味・関心を高める

ことができる。また、この事業によりＳＳＨの取り組みを地域の住民に知って

もらうことができる。 
 

２ 実施内容 

（１）対象学年 理数科１年 

（２）期  日 令和元年11月22日 

（３）内  容 

   本出前授業は１学年ベーシックサイエンス（ＢＳ）の授業の一環として実施した。実験の企画

から運営まで全てサイエンス系部活動の生徒が中心となり生徒自身が行った。「身近な科学」を

テーマに簡単な実験を紹介し、実験方法や原理・考え方などを指導した。実験の原理を説明する

ことで小・中学生の科学への興味関心だけでなく科学的思考力が育成できるようにした。 

実施校 実施クラス 実施時間 実験 

福平小学校 ５・６年 10クラス（349人）   13:55～15:10 Ⅰ 

喜入中学校 ３年 ２クラス（78人）       14:10～16:00 Ⅱ 

谷山北中学校 ２年 １クラス（41人）  14:20～15:10 Ⅲ 
 

【実施した実験】 

  Ⅰ 『液体窒素、空気砲、紙トンボ、ベンハムのコマ、人工イクラ、 

    オレンジオイルで文字を書く』 

  Ⅱ 『イオンペン、つかめる水』 

  Ⅲ 『イオンペン、磁石』 
 

３ 評価・検証 

  サイエンス系部活動のメンバーが中心となって企画した実験を参

加者全員で準備し実施することができた。実験内容を小・中学生が興味深く取り組めるものとし、

実験の方法の説明とともに科学的な意味を説明することを重点的に行った。そのためにプレゼンテ

ーションの資料や実験用のプリントなどをそれぞれ工夫して作成していた。高校生にも年齢が近く

学校によっては卒業生も含まれているため親近感があり、各校とも小・中学生は生き生きと実験に

取り組んでいた。小・中学校の職員からも内容と指導の両方で高い評価を受けることができた。 
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第４章 実施の効果とその評価 

 

 「生徒一人一人が主体的に活動し自らの将来を論理的・科学的にデザインできるグローバルかつ探

究的な人材を育成する」を目的に第３期ＳＳＨを実施した。第３期ＳＳＨ計画の内容は第１章研究開

発の概要に示したが、その主軸となるのは、理数科に「アクティブサイエンス（ＡＳ）」、普通科に「ロ

ジックプログラム（ＬＰ）」を設定し、全校規模で課題研究を実施することである。 

 各事業内容の効果とその評価はこれまでに示したので、ここでは「アクティブサイエンス」と「ロ

ジックプログラム」について、職員と生徒のアンケート調査の結果をもとに効果とその評価を行った。 

なお、評価の観点は次の５点とした。 

 

 

 

 

 

 

本校生徒の強みは、素直さ・活動力・奉仕性・協調性・団結性・明朗性・意欲の高さであり、弱み

は読解力・評価力・意思形成力・表現力等がある。これらを克服するために、本校で育成したい論理

力・科学力とは、「未知の課題に対して、既習の知識や実験や探査等で手に入れたデータ・情報を活

用（考察）して、解決策を導き、適切に表現する力」と定義して、評価の観点をもとに総括的な評価

規準を作成して、評価を実施した。 

（１）生徒アンケート結果から 

 ○ ３年生について 

   第３期ＳＳＨに採択され、平成 29 年度に入学した１年生が今年３年生となり、本プログラム

の第一期生が卒業を迎える。この生徒たちのアンケート結果の推移を３年分比較した。 

 ・ ロジックプログラムⅢ（ＬＰⅢ） 

普通科３年生のＬＰⅢの評価と、１年次のときのＬＰⅠ、２年次のときのＬＰⅡの評価を比較

する。 

   今年度初めて実施されたＬＰⅢでは、研究内容を論文にまとめ、対外的な発表会への参加も促

・学んだ知識について課題を発見し活用する力（発見・活用力） 

・情報（データ）を収集し、処理・分析する力（処理・分析力） 

・調べたことや考えをまとめる力（まとめる力） 

・調べたことや考えたことを表現（説明）する力（表現力） 

・他者と意見を交換する力（コミュニケーション力） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

LPⅢ授業
LPⅡ授業
LPⅠ授業

発見・活用力（３年次）
発見・活用力（２年次）
発見・活用力（１年次）

処理・分析力（３年次）
処理・分析力（２年次）
処理・分析力（１年次）

まとめる力（３年次）
まとめる力（２年次）
まとめる力（１年次）

表現力（３年次）
表現力（２年次）
表現力（１年次）

コミュニケーション力（３年次）
コミュニケーション力（２年次）
コミュニケーション力（１年次）

普通科３年生、３年間の評価の変容

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった
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した。その結果、２年次から３年次にかけて、全ての項目において、「大変高まった」「高まった」

の割合が上昇した。３年間全体を通して、全ての項目が上昇した。 

   生徒たちが受けた３年間のプログラムを整理すると、１年生の１学期、入学して間もない頃に

地元新聞社と連携して新聞ポスター作りに取り組ませることで、テーマ設定、文献調査、まとめ、

発表という一連の活動を経験させ、課題研究に必要な５観点の意識付けを図った。２学期には、

本校職員や外部講師によるリテラシー講座を受けさせ、自分たちが１学期に行った活動と知識を

組み合わせることで「スキル」としての定着を図った。３学期は、グループでのプレ課題研究を

行い、「スキル」のブラッシュアップを図ることで「基礎訓練期」を終えた。２年生になる際に

はグループ再編の機会を与えることで、１年生３学期で決めたテーマ設定の見直しや、グループ

のミスマッチングを減らした。１年生２学期までは一斉に同じ指導を受けていたのに対し、課題

研究では各指導教諭の下で本格的に研究を進めた。指導教諭による教育効果の差を少なくできる

よう、外部講師を招聘し、課題研究メソッドおよびテーマ設定の仕方の研修を行った。３年生で

は２年生までの内容をまとめ、論文にしたり、対外的な学会発表に参加したりすることで課題研

究の集大成を図り、５観点の評価も生徒自身が３年間の成長を実感できていることを示す形とな

った。 

これで、「基礎訓練期」「探究展開期」「普及発展期」からなる一連のカリキュラムが一つの形

となった。今後はこの形を維持しつつ、「大変高まった」「高まった」の割合を増やせるよう取り

組んでいきたい。そのために、まだ理数科でしか行っていない小中学校への出前授業を、新聞を

活用した形で普通科にも拡大し、さらに生徒にとって挑戦しやすいと思われるＳＳＨ交流フェス

タへの積極的な参加や、対外的な学会への参加を促すことなどの改善を図りたい。 

 ・ サイエンスキャリア（ＳＣ） 

ＳＣの評価と、評価者が１年次のときのＢＳ、および２年次のときのＳＲの評価とを比較する。 

   まとめる力以外の全ての項目は、評価が３年間を通して上昇している。 

   生徒たちが受けた３年間のプログラムを整理すると、１年生の１学期は、探究に必要な基礎知

識の講座を開設しインプット型の活動を展開すると同時に、その際に起こりやすい、授業に対す

る意欲の低下を考慮して、希望分野に応じた鹿児島大学の先生方の講義を設定し、実施した。２

学期は１学期で学習した基礎知識を生かした実験→考察を主体とするアウトプット型の活動を展

開すると同時に、本校職員によるリテラシー講座を受けることで、課題研究に必要な「スキル」

の定着を図った。３学期は、グループでのプレ課題研究を行い、「スキル」のブラッシュアップを

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＳＣ授業
ＳR授業
BＳ授業

発見・活用力（３年次）
発見・活用力（２年次）
発見・活用力（１年次）

処理・分析力（３年次）
処理・分析力（２年次）
処理・分析力（１年次）

まとめる力（３年次）
まとめる力（２年次）
まとめる力（１年次）

表現力（３年次）
表現力（２年次）
表現力（１年次）

コミュニケーション力（３年次）
コミュニケーション力（２年次）
コミュニケーション力（１年次）

理数科３年生、３年間の評価の変容

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった
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図ることで「基礎訓練期」を終えた。２年生になる際にはグループ再編の機会を与えることで、

１年生３学期で決めたテーマ設定の見直しや、グループのミスマッチングを減らした。１年生２

学期までは一斉に同じ指導を受けていたのに対し、課題研究では各指導教諭の下で本格的に研究

を進めた。指導教諭による教育効果の差を少なくするために、毎週開催するＳＳＨ部会などで指

導教諭同士が連携を密にとり、テーマ設定へのアプローチやプレゼンテーションスキル、文献調

査のノウハウなどを共有することで教育効果を高めた。２年生では本格的に研究を進めると同時

に、積極的に学会発表も促した。３年生ではその内容をまとめ、論文にしたり、対外的な学会発

表に参加したりすることで課題研究の集大成を図り、５観点のまとめる力以外の全ての項目にお

いて、生徒自身が３年間の成長を実感できていることを示す形となった。 

まとめる力が落ちたことについては、２年次の活動ではパワーポイントなど短い文章で要点を

まとめることに慣れていたが、それを論文にまとめる際に力不足を感じた生徒がいたためだと考

える。論文は読んだ人が再現できるよう、実験条件を正しい意図で伝わるよう細かく記載する必

要がある。また、考察も十分な文献調査と知識をもった上で、矛盾のないように理路整然とまと

めなければならない。このまとめ方の質の違いに戸惑ったと考える。この問題を克服するために

は読解力の向上が必要だと考える。引き続き「論文作成講座」を鹿児島大学と連携して実施する、

本校が日頃より行っている要約トレーニングの題材で科学系論文を扱う、１年次で行う情報探査

のリテラシー講座の時数を増やし、論文を実際に読む時間を確保する、先輩の論文を活用した授

業（読んで問題点を探す）を実施するなどで補っていきたい。 

まとめる力に課題は残るが、全体として、３年間を「基礎訓練期」「探究展開期」「普及発展期」

とした段階的なカリキュラムが上手くまわっていることがわかる。今後はこの形を維持しつつ、

「大変高まった」「高まった」の割合を増やせるよう取り組んでいきたい。 

 

○ ２年生について 

・ ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ） 

ＬＰⅡの評価と、１年次のときのＬＰⅠの 

評価とを比較し、考察する。 

全ての項目において「大変高まった」と回 

答した割合が増加した。これは、実際に課題 

研究に取り組むことで、生徒が、１年次の新 

聞ポスター作成・発表やリテラシー講座で学 

んだことを活用し、自身の成長を実感できた 

ためと考える。基礎訓練期から探究展開期へ 

とスムーズな移行ができたといえる。 

・ サイエンスリサーチ（ＳＲ） 

  昨年度のＳＲ（現３年生が２年次に評価し 

た結果）と今年度の結果を比較する。 

  全ての項目において「大変高まった」「高まっ 

た」と回答した割合は昨年度の値を上回った。 

これは、ＢＳとの接続が良かったためと考える。 

今年度ＳＲを受けている生徒は、初年度の反省 

をもとに改善されたＢＳを１年次に受けてい 

る(昨年度の報告書の本章、ＢＳを参照)。１年 

次の「基礎訓練期」が、いかに大切かということが分かる。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

LPⅡ授業
LPⅠ授業

発見・活用力（２年次）
発見・活用力（１年次）

処理・分析力（２年次）
処理・分析力（１年次）

まとめる力（２年次）
まとめる力（１年次）

表現力（２年次）
表現力（１年次）

コミュニケーション力（２年次）
コミュニケーション力（１年次）

現２年生、１年次LPⅠとLPⅡの評価比較

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発見力・活用力（H30）
発見力・活用力（H29）

処理・分析力（H30）
処理・分析力（H29）

まとめる力（H30）
まとめる力（H29）

表現力（H30）
表現力（H29）

コミュニケーション力（H30）
コミュニケーション力（H29）

SR２年間（H30、H29入学生）比較

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった
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○ １年生について 

・ ロジックプログラムⅠ（ＬＰⅠ） 

  １学期と２学期の生徒の変容について考察す 

る。１学期は新聞ポスター制作で生徒自身の 

手作り感があったが、２学期は講義と発問形 

式が主体であり、内容の差がデータに出てい 

る。生徒はアンケートに素直に回答していて、 

２学期になり課題研究の基礎力を本格的に学 

ぶことになってより厳しい自己評価を行った 

ように思う。３学期にプレ課題研究を行うこ 

とで改善することを期待する。 

・ ベーシックサイエンス（ＢＳ） 

  過年度（３年間）のＢＳの評価と比較する。昨 

年度は、初年度 H 29 の評価の低さを受けて、 

２学期のテーマ学習を大きく改善した(昨年度 

報告書の本章、ＢＳを参照)。今年度はさらに 

「大変高まった」と回答した割合が大きく上 

昇した。今年度は担当教諭間でより緊密に連 

携し、基本的知識を与えた上で、自分たちで 

実験をデザインする、実験→考察→実験に特 

化した授業と、決められた実験に対して自ら 

考察し発表する、実験→考察→発表に特化し 

た授業を展開した。これによって、課題研究 

を実施するための基礎的知識と実験技術の習得と科学的・論理的思考力を育成する授業スタイル

がさらに強化できた。(Ｐ18 を参照) 

（２）職員アンケート結果から 

  生徒の変容について授業態度および上記の５ 

観点から職員にアンケート調査を実施した。 

  授業への参加については、「非常に積極的」 

と回答した割合は年々増加している。多くの職 

員が生徒はＳＳＨの授業に積極的に参加してい 

たと捉えている。 

評価の５観点についても多くの職員が生徒の 

能力は向上していると考えていることがわか 

る。その中で、特に表現力が「非常に高まっ 

た」と回答した割合が年々大きく増加していた 

（H29:5.1％、H30:12.9％、R1:16.7％）。今年 

度初めて実施された鹿児島県ＳＳＨ交流フェス 

タも影響していると考えられる。また、生徒の 

発見・活用力および処理・分析力に課題を感じ 

ている職員が４割いる。授業改善の視点に立ち、普段の授業においても、生徒自身が問いを見つけ、

それを解決する授業展開を進める必要がある。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発見・活用力（２学期）
課題・活用力（１学期）

処理・分析力（２学期）
処理・分析力（１学期）

まとめる力（２学期）
まとめる力（１学期）

表現力（２学期）
表現力（１学期）

コミュニケーション力（２学期）
コミュニケーション力（１学期）

LPⅠ１学期と２学期の比較

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発見・活用力（R1）

発見・活用力（H30)

発見・活用力（H29)

処理・分析力（R1）

処理・分析力（H30)

処理・分析力（H29)

まとめる力（R1）

まとめる力（H30)

まとめる力（H29)

表現力（R1）

表現力（H30)

表現力（H29)

コミュニケーション力（R1）

コミュニケーション力（H30)

コミュニケーション力（H29)

BS３年間（R1、H30、H29入学生）の比較

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒の授業態度（R1）

生徒の授業態度（H30）

生徒の授業態度（H29）

SSH設定科目への授業態度、職員の印象

（３カ年比較）

非常に積極的 積極的 あまり積極的でない 分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発見・活用力（R1）

処理・分析力（R1）

まとめる力（R1）

表現力（R1）

コミュニケーション力（R1）

生徒の成長について、職員の印象（今年度）

大変高まった 高まった 変わらない 低くなった
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第５章 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

 
 今年度、ＳＳＨ部の係９部門を７部門に整理し、全教科の職員が参加する体制を維持した。 

 組織図 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

（１） ＳＳＨ運営指導委員会 

     外部専門的見地からＳＳＨ事業全般について指導、助言、評価を得た。 

【委員名簿】 

氏    名 所            属 職  名 

本 間 俊 雄 

木 下 英 二 

岡 村 浩 昭 

橋 本 文 雄 

佐久間 美 明 

高 津    孝 

上 谷 順三郎 

土  田      理 

井  口  正  人 

四反田 撮 史 

川 原 裕 明 

北   浩 憲 

鈴 木 敏 之 

福 永 広 隆 

鹿児島大学大学院理工学研究科 

鹿児島大学工学部 

鹿児島大学理学部 

鹿児島大学農学部 

鹿児島大学水産学部 

児島大学法文学部 

鹿児島大学教育学部 

鹿児島大学教育学部 

京都大学火山活動研究センター 

鹿児島市立谷山北中学校 

加治木高等学校 

鹿児島女子高等学校 

鹿児島県立博物館 

鹿児島県総合教育センター 

研究科長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

教授 

教授 

県中理会長 

県高理会長 

県高理副会長 

館長 

所長 

   

（２） ＳＳＨ企画会・ＳＳＨ担当者会 

 毎週、ＳＳＨ主任・ＳＳＨ副主任（ＡＳ主任）・ＬＰ主任・１、２年担当者代表でＳＳＨ事業

の企画及び進捗状況について話し合いを行っている。その後、ＳＳＨ各部門の代表者とＳＲ担

当者を加えてＳＳＨ担当者会で実施事項の内容説明をしている。２つの会を持つことで、各事

業の進捗状況を互いに確認でき、また、受け持ちの業務への自覚も高まり、運営をスムーズに

進めることができた。 

（３）アクティブラーニング授業改善委員会 

   各教科の代表とＳＳＨ代表でアクティブラーニングの推進と授業改善を目的とした会を設置

している。アクティブラーニングでは他校から講師を招いて授業実践を公開してもらったり、

本校職員が公開授業を実施したり、実際の授業見学の機会を設けることに力を入れている。 

 

 

文部科学省 

ＳＳＨ運営指導委員会 

大学等研究機関 

中高理科部会 

県総合教育センター 

県立博物館 

鹿児島県教育委員会 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

鹿児島県立錦江湾高等学校（代表：校長） 

 ＜ＳＳＨ運営委員会＞ 
  ○ 全企画の審議機関 

 ＜ＳＳＨ部＞ 
  ○ ＳＳＨ総合調整 

  ○ 研究・開発 

  ○ 情報発信 

  ○ 調査・統計 

  ○ 外部連携 

  ○ アクティブサイエンス 

  ○ ロジックプログラム 

職員会議 
(普通科部会・理数科

部会) 
鹿 児 島 県 Ｓ Ｓ Ｈ

連絡協議会 校務分掌各部会 

各教科会 

各学年会 小学校 

中学校 

企 業 

地 域 

アクティブラーニン

グ授業改善研究会 
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第６章 成果の発信・普及 

 

ホームページの更新 

 本校の活動を校内外へ発信する場として、今年度はＳＳＨ特設ページを大幅にリニューアルした。 

従来あったＳＳＨ活動に加え、ＳＳＨに関わる教材や動画を公開し、関連施設等の紹介を行った。さ

らにＳＳＨの活動を紹介した学校ブログとの連携を行い、より分かりやすく新しい情報が発信されや

すい仕組みになるよう工夫した。今後も掲載できていない本校独自の講座や取組についてのページを

増やし、内容の充実を図っていきたい。 
 

研究発表等による普及 

○ 第 43 回全国高等学校総合文化祭 自然科学部門 佐賀大会 

期 日 令和元年７月 27 日、28 日、29 日 

会 場 佐賀大学、市村記念体育館 

ポスター部門：「ＳＰＭ濃度測定器（ＳＰＭ君）の開発」 

研究発表（化学部門）：「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用」 
 

「創造の羽を広げ、蒼天へ舞え バルーンの如く」をテーマに全国から 155 の研究発表と 40 の

ポスター発表が参加した。本校からは第 25 回鹿児島県高等学校生徒理科研究発表大会で最優秀

賞を受賞した「SPM 濃度測定器（SPM 君）の開発」と化学部門で優秀賞であった「炎色分光度計に

よる各金属イオンの定量とその応用」が出場した。全国の予選を勝ち残ったレベルの高い研究ば

かりであった。また、佐賀県宇宙科学館で、自主研修を行った。 

 

 

 

 

 

 

   
 

○ サイエンスインターハイ＠sojo 

期 日 令和元年７月 28 日 

会 場 崇城大学 

発表テーマ 

「剥離可能な対候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ「テープ防除法」の改良」 

準グランプリ、コンペティション部門通過 

「ＢＳアンテナを用いた太陽の表面温度測定」 

「外来種ヤンバルトサカヤスデから人々の暮らしを守れ！」 

「鹿児島茶は健康のカギだった！」 

「カタラーゼは何億年前から存在するのか」 

「紙おむつの処理方法」 

「車のフロントガラスの氷解スプレーの開発」 

「桜島とともに生きる人々」 

「スマホが生徒に与える影響」 

「タイリクバラタナゴとイトヨの攻撃行動の類似性」 

「タイリクバラタナゴの攻撃行動について」 

「天然着色料を用いたより安全なフードペンの開発」 

「ドローンで熱中症対策」 

「ヤンバルトサカヤスデの生態を追う」  
 

九州各地から 26 校、発表ポスター数は 143 件で、参加者総数 706 名、ＳＳＨ校からの参加が多

く、高いレベルの研究発表が多い大会であった。本校は３年生の課題研究と化学研究部から合計

14 本のポスター発表を行った。今年度は初めて普通科の生徒がＬＰの研究結果を発表し、生徒は
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大いに刺激を受けていた。また、１・２年生の発表も増えている。専門家からのアドバイスや生

徒間での質疑応答から、これからの研究についてヒントを得た班もあり、得ることの多い発表会

であった。結果は準グランプリを受賞、コンペティション部門にも 10 年連続して入賞することが

でき、優れた結果を収めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 令和元年度ＳＳＨ生徒研究発表会 

期 日 令和元年８月７～８日 

会 場 神戸国際展示場 

発表テーマ 

「剥離可能な耐候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ「テープ防除法」の改良」 
 

 沖縄を含めた南九州では、外来種ヤンバルトサカヤスデが秋に大量発生し、家屋の壁などで群

れる地域が存在し、2012 年に本校や周辺地域でも同様の事例が発生した。不快な思いをする人達

を見た生徒はこの問題を解決しようと 35 年間未解決とされる駆除や防除の可能性に挑戦した。

その結果、屋内防除の面において、ガムテープを家屋に貼り付けるテープ防除法が存在したが、

その改良案を提示し、高い防除率と理由を電子顕微鏡等の実験データをもとに発表した。生徒主

体で行った実験のため乱雑になりがちなデータのまとめ方や発表について、鹿児島大学の大塚教

授より熱心なご指導をいただいた。その結果、多くの方々が熱心に耳を傾けてくださり、生徒投

票賞を受賞することができた。今回受けたアドバイスを参考によりよい結果を出し、地域に貢献

できるよう努力していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 第 21 回中国･四国･九州地区理数科高等学校課題研究発表大会(山口大会) 

期 日 令和元年８月 19 日、20 日 

会 場 山口県健康づくりセンター 

研究テーマ 

「浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）測定器の開発」 

「タイリクバラタナゴの攻撃行動について」 

中国･四国･九州地区の理数科高等学校から口頭発表 16 テーマ、ポスター59 テーマの参加で実

施された。本校は昨年度校内の発表会の成績で上位であった「浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）測定器

の開発」・「タイリクバラタナゴの攻撃行動について」が出場した。出場した３年生にとっては最

後の大会であった。入賞はできなかったが、多くの質問に対しての質疑応答もしっかり対応でき

た。 
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〇 グローバルサイエンティストアワード”夢の翼" 

期 日 令和元年 11 月１日 

会 場 城山ホテル鹿児島 

研究テーマ 

「剥離可能なマスキングテープを利用したテープ防除法の改良」 大塚製薬賞 

ポスター発表形式の大会で、全国より小学生から高校生までが研究内容を発表する大会である。

今回は２回目の参加で、生徒は類似した研究発表チームの生徒たちと活発に意見を交換し、刺激

され、今後の研究の道筋を見つけていたようであった。ＬＰヤスデ班の「剥離可能なマスキング

テープを利用したテープ防除法の改良」が大塚製薬賞を受賞した。普通科の課題研究ＬＰが始ま

って以来、初のＬＰ課題研究での受賞となった。 

 

○ 令和元年度 第 26 回鹿児島県高等学校生徒理科研究発表大会 

期 日 令和元年 10 月 27 日 

会 場 宝山ホール（鹿児島県文化センター） 

研究テーマ 

「滞空時間の長い紙飛行機を目指して」    物理部門 優秀賞 

「剥離可能な耐候性マスキングテープを利用した外来種ヤスデ「テープ防除法」の改良」 物理部門 

「ＢＳアンテナを用いた太陽観測」     物理部門 

「紙おむつの処理方法～吸水性ポリマーの作用を止める～」  化学部門 

「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究」 化学部門 優秀賞 

「紫キャベツ色素が黒色に Part2」     化学部門 

「カタラーゼは何億年前から存在するのか」    生物部門 

「外来種ヤスデの生態調査～駆除への模索～」    生物部門 

「夏季静穏日における鹿児島沿岸の海陸風の特性Ⅱ～喜入はなぜ陸風が吹かないのか～」地学部門 

「ドローンで熱中症対策～ドローンを用いた気象観測及び校舎の温度測定～」地学部門 

   鹿児島県の理科系の部活動から、48 テーマ、約 300 人の生徒が参加した。本校から 10 班が上

記の研究発表を行った。「滞空時間の長い紙飛行機を目指して」の研究は、物理部門で優秀賞、「炎

色分光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究」は、化学部門で優秀賞を受賞し、

令和元年度九州高等学校生徒理科研究発表大会 宮崎大会に出場することになった。 
 

○ 令和元年度 九州高等学校生徒理科研究発表大会 宮崎大会 

期 日 令和元年 12 月 14 日、15 日 

会 場 宮崎公立大学 

研究テーマ 

「滞空時間の長い紙飛行機を目指して」 

「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究」 

  九州各県の代表が集い、口頭発表 66 テーマ、ポスター発表 68 テーマ、約 400 人の生徒が参加

した。本校から２班が上記の研究発表を行った。質の高い他校の研究発表に触れ、生徒はとても

刺激を受けていた。特に科学系部活動に属していない本校生徒８名は大いに感銘を受けていた。

各学校同士でコメント用紙を送りあうようになっており、持ち帰って研究を深める上で、貴重な

財産となった。 
 

○ 九州大学アカデミックフェスティバル 2019 

期 日 令和元年 10 月 19 日 

会 場 九州大学伊都キャンパス 

研究テーマ 

「カタラーゼの起源を追う」「ヤンバルトサカヤスデの生態と防除」 

  九州大学でのグローバルサイエンスハイスクール事業（ＧＳＣ）とＳＳＨ、ＳＧＨの取り組み

と成果についての発表会に本校から生物研究部とＳＲから１班ずつ、計２班が参加した。入賞は

かなわなかったが、レベルの高い研究発表がそろい、質疑応答も大変有意義なものであった。ま

た、いつもの大会では見ることのできないＳＧＨの発表も聞くことができて学ぶところの多い発

表会であった。 
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○ 公益財団法人 中谷医工計測技術振興財団 科学教育振興助成成果発表会（西日本） 

期 日 令和元年 12 月 22 日 

会 場 岡山コンベンションセンター ３Ｆ 

研究テーマ 

「BS アンテナを用いた太陽の表面温度測定」 

公益財団法人中谷医工計測技術振興財団が主催する科学教育振興助成の個別助成を受け、資金

的な援助を受けて、その発表会に出場した。西日本大会だけで、小学校・中学校・高校から 49 校

の約 200 名の発表があった。テーマや年齢も異なる、普段接することのない相手に対する発表の

機会を通じて生徒のさらなる成長に寄与した。また、東京大学総合研究博物館の遠藤秀紀教授の

特別講演「進化の謎を動物死体から説き明かす」を受講でき、普段は聞けない話を熱心に聞いて

いた。 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 高校・高専 第８回気象観測機器コンテスト 

期 日 令和元年 12 月 23 日 

会 場 幕張テクノガーデン CD 棟２階 

発表テーマ 

「ドローンで熱中症対策～ドローンを用いた気象観測及び校舎の温度測定～」 

「炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究」 

「紙おむつの原料で防災～吸水性ポリマーの作用を止める～」 
 

全国各地から 32 チームの参加で実施された。高専からの参加が多く、高レベルの研究発表が多

い大会であった。本校は化学研究部２年生２チームと１年生１チームの、計３チームが出場した。

残念ながら入賞はできなかったが、どのチームも堂々と発表し、多くの参加者たちから注目を集

めていた。入賞チームは、いずれも多くのデータを集めて分析したものであった。本校は機器の

開発に時間がかかり、測定があまりできていなかったため、注目された割には入賞に至らなかっ

たと思われる。今後の課題としたい。また、上位入賞３チームのうち２チームは高専の５年生や

４年生が中心となって研究した、非常に完成度の高い観測機器であった。同じ条件で競うために

は、高専生は３年生までに制限してもらいたいと感じた。 

 

 

 

 

 

 
 

   
 

○ 日本金属学会 2020 年春期(第 166 回)講演大会 第３回「高校生・高専学生ポスター発表」 

期 日 令和２年３月 17 日 

会 場 東京工業大学 大岡山キャンパス 

研究テーマ 

「アントシアニン色素が黒色に！？」 

全国各地から 12 チームの参加で実施され、本校の化学研究部の１年生３人で出場した。日本金

属学会の高校生ポスターセッションで、多くの大学教授などの専門家からのアドバイスを受けた。 
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第７章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

 

研究開発実施上の課題 

 第３期ＳＳＨ計画においては、普通科に「ロジックプログラム」を設定し、これまで理数科のみで

実施していた課題研究を普通科も含めた全校体制で実施することにした。３年目の今年、理数科と普

通科ともに課題研究のまとめとして論文作成まで実施した。中間発表会では専門のアドバイザーから

高い評価を得ることができたが、今後の課題として４点がある。 

（１）評価について 

現在、１つのルーブリックを全ての行事や学校設定科目で使用している。使いやすいという職

員の意見が約８割であったが、多角的な評価が今後の課題である。現在使用しているグッジョブ

シール（他者評価）を数値化して評価に反映するシステムの構築や、自己評価を数値化して評価

に反映するシステムを構築したい。その際、特にグッジョブシールの活用については、生徒の人

気投票にならないような工夫が必要である。 

また、生徒の３年間の変容がより細かく理解できるよう、評価内容やアンケート（自己評価）

の実施時期の再検討も行う。 

（２）職員研修について 

   本校は県立高校のため、毎年人事異動により全体の 15％～30％の職員が毎年入れ替わる。転出

した先生方には、他校での「総合的な探究の時間」にてリーダー的な役割を果たしてほしい。毎

年、本校に転入してくる先生方に対して、絶えず研修し、教員の指導力を向上させるためのシス

テムを確立・強化することが課題である。これまでは、外部人材を活用した職員研修を実施して

いたが、当然内容も講師によって様々である。ＳＳＨ予算に頼らない自走式の運営も視野に入れ、

本校職員で実施できる、校内研修用教材の開発・改善を図りたい。 

（３）鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタについて 

   今年度、第１回大会を終えることができた。800 名ほどの参加人数であった。中学校職員およ

び中学生の参加もあり、38 ページで示した通り肯定的な意見が多く寄せられた。また、ＳＳＨ指

定校以外の高校との交流もでき、「生徒が主体的に研究・発表していて素晴らしいと思いました。

先生方の指導・学校の取組を知ることができ質問を積極的にする生徒が多く、良かったと思いま

す。他県を含む、ＳＳＨ指定校だけでなく、他校の生徒も参加されていたため、刺激を受けてい

る様子が感じられました。次回の発表会では、英語による説明など、より高みを目指して努力す

る生徒たちを、成長を期待しています。」というご意見もいただけた。 

課題としては、第１回のため認知度が低く、参加校が九州内にとどまってしまったこと、県外

の参加校が少ないことである。次回はより積極的に宣伝していきたい。また、運営上、ポスター

発表の形式や外部校の審査について厳しいご意見があった。具体的には、「ポスター発表の仕方の

説明が冊子あるいは全体の場で説明があった方が良いと思います。生徒が混乱していました。他

県の生徒も同じ土俵で審査された方が良いと思います。この点が少し残念でした。」というご意見

であった。同様の意見もいくつか見られた。鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会をさらに開催し、反省・

改善をしていきたい。次回は２月に開催する。 

（４）ロジックプログラムについて 

   理数科は１人の教員につき１班だが、普通科は１人の教員につき４班ほどを指導している。ま

た、理数科２年生の課題研究は２単位であるが普通科は１単位である。このため細やかな指導が

難しい。また、外部機関への連携・訪問も難しい。さらに、発表会への参加もまだまだ少ない。 

   しかし、このような現状の中、今年度は近隣にある、平川動物公園との連携ができた。このよ

うに、学校の近くでの地域素材を発掘し、連携につなげることで、これらの課題に対応していき
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たい。また、発表会への参加について、今後は、鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタでの普通科の発表

を増やす、全職員に対外的な発表会を認知してもらうなど、対策をとっていきたい。 

 

今後の研究開発の方向性 

（１）鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会の運営 

本校が幹事となって鹿児島県ＳＳＨ連絡協議会を設立し、課題研究の発表・情報交換の場と

して、今年度第１回鹿児島県ＳＳＨ交流フェスタを開催するなど、県内の課題研究推進のリー

ダー的役割を果たすことができた。活動内容や運営方法について改善を図りたい。 

（２）国際性の向上・普及のための海外サイエンス研修の充実 

海外サイエンス研修は、生徒、指導者ともに得るものが大きなイベントである。特別にネイテ

ィブによる科学英語や英語プレゼンの講座を設置し、国際性ある理数系トップの育成を図った。

大学での共同実験のテーマ設定、内容について、高校での交流方法を検討し、内容をより充実

したものに改善していきたい。 

（３）ＳＳＨ設定教科で得たことの教科指導への普及 

生徒授業評価にも主体的・対話的で深い授業への求めが多く、職員アンケートの結果から、Ｓ

ＳＨ全校体制後は、授業での生徒の主体化を図りたいとする職員が増え（75％）、グループ学習や

ペアワークを行いながら、探究的授業を試行錯誤して展開している。また、課題研究の取組を活

用して、単元から興味ある課題を見つけ、ＳＳＨ図書コーナーやパソコン室で文献検索を行い、

グループ毎にポスターにまとめ、発表する授業等も行っている。考査問題も記述式で考える問題

が圧倒的に増加した。課題研究を各教科の授業に組織的・計画的に推進することが新たな課題で

ある。授業改善委員会で、来年に向けて各教科で探究的な視点につながる教材分析や計画を作

成し、評価ルーブリックとともに、それらをシラバスに明確に反映させる作業を推進している。 

（４）ＳＳＨ卒業生等ロールモデルとなる人材ネットワークを構築 

ＯＢ・ＯＧの人材活用を図るため、ＳＳＨ１期生と２期生について人材リストを作成し、ア

ドバイス講座などで協力を仰ぐことができた。これからさらに人材リストを充実させ課題研究

においても人材活用を図っていきたい。 
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第８章 関係資料 

 

運営指導員会 

第 1 回運営指導委員会 

１ 日時  令和元年 10 月 21 日（月） 

２ 場所  鹿児島県立錦江湾高等学校 大会議室 

３ 会順 

（１） 課題研究中間発表会参観（サイエンスリサーチ、ロジックプログラムⅡ） 

（２） 開会のあいさつ 

（３） 委員紹介・日程説明 

（４） 高校職員紹介 

（５） 意見交換 

   ・第３期ＳＳＨ計画経過報告 

   ・今後の展望 

４ 出席者 

 運営指導員委員（◎は議長） 

氏    名 所            属 職  名 

◎本 間 俊 雄 

木 下 英 二 

岡 村 浩 昭 

橋 本 文 雄 

佐久間 美 明 

高 津    孝 

上 谷 順三郎 

井  口  正  人 

四反田 撮 史 

川 原 裕 明 

北   浩 憲 

鈴 木 敏 之 

福 永 広 隆 

鹿児島大学大学院理工学研究科 

鹿児島大学工学部 

鹿児島大学理学部 

鹿児島大学農学部 

鹿児島大学水産学部 

鹿児島大学法文学部 

鹿児島大学教育学部 

京都大学火山活動研究センター 

鹿児島市立谷山北中学校 

加治木高等学校 

鹿児島女子高等学校 

鹿児島県立博物館 

鹿児島県総合教育センター 

研究科長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

教授 

県中理会長 

県高理会長 

県高理副会長 

館長 

所長 

５ 主な協議内容 

運営指導委員：課題研究の指導については、指導者である教員の研修も行っているのか。 

ＳＳＨ事務局：１年目、南日本新聞社による新聞作成についての研修を実施した。また、２年目

は課題研究メソッドの作成者を、２年目は鹿大教育学部の大渕先生を講師に招き職

員研修を行った。 

運営指導委員：ヤスデ班の研究は今後楽しみだ。先日の新聞記事を読んだが、生徒の明るい表情、

研究を行うにあたりこの笑顔が大事だと思う。好きなんだというのが伝わってきた。

課題を発見する力の育成が大事だ。面白いテーマを見つけてほしい。 

運営指導委員：一つの研究で、クローズしているとすれば、質問や議論に発展させてほしい。他

の人の意見を聞くことも必要だ。どんなことをしているかもっと同じ学年の友人た

ちの意見を取り入れる機会がほしい。 

ＳＳＨ事務局：オープンにすることについては、普通科・理数科の全校体制の中で努めている。

テーマの設定は７分野を設定し、そこで合計 50 テーマほどになっている。中間発表

等で意見交換させているとともに、「good  job シール」の活用で、職員や生徒からい

ろいろな意見を知る一つのきっかけとなっている。これで次の課題を知ることにな

る。 

運営指導委員：学びの主体について考えた時、１班あたり４～10 人での体制は多すぎる感じを受

ける。適切なグループ編成はないものか。小グループに分けてみてはどうか。 

ＳＳＨ事務局：グルーピングは難しい。中には単独で研究をしたい生徒もいる。大きなグループ
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になると生徒の主体性が損なわれることもあるが、リーダーが配慮して各自ができ

る役割を与えてうまくやっている。 

運営指導委員：ＬＰでも同じヤスデのテーマがある。同テーマでも共生、駆除など複数のテーマ

で研究してもよいのではないか。また、何年も継続するテーマもあると思う。自分

でこんな研究をしたいという中学生も入学してくるのではないか。 

運営指導委員：大変面白かった。サイエンスを考えた時、新しいものだけでなく先行研究・事例

もある。生徒には違うアプローチで研究することの大事さを理解してほしい。ネッ

トで簡単に調べることができるが、必ずしもネットの情報が正しいとは限らない。

本で調べることが大事である。 

ＳＳＨ事務局：ＳＳＨの取組については、テーマも様々である。研究の結果がわかっていても探

究の過程（プロセス）を大切にしたい。そうすることで新規の研究も生まれてくる

はずだ。 

運営指導委員：アマミノクロウサギについては、特に野猫が問題となっているが、簡単に答えは

出ない。野良猫ではなく野猫だ。野猫を「殺す」ということに住民の拒否感もある。

生徒には結論も出ないテーマもあることも教えてほしい。 

運営指導委員：面白いアイデアもあり、すばらしい発表だった。表現する力は、日頃の授業でも

培われるものだ。全教科で指導することが大事だと感じた。 

運営指導委員：もっと生徒の発表、質問の時間をとってほしい。場合によっては２会場に分けて

もいいのではないか。出前授業は現代版の郷中教育だ。とてもやりがいがあると思

う。更に充実してほしい。ＬＰについては、中学生への指導はしていないのか。 

ＳＳＨ事務局：中学生一日体験入学において、新聞ポスターコンクール入賞者が教師となり、参

加した中学生に指導している。今年で３回目となるが、手応えを感じている。将来

的には更に拡大していきたい。 

運営指導委員：主体的学びに向けた取組はすばらしい。50 班のメリット・デメリット、先行研究

の継続の必要性等、１年生にはいろいろな研究の方向性を伝えてほしい。継続も大

切だ。そこからいろいろ見えてくるものがある。新規の研究のヒントになるはずだ。 

運営指導委員：これからは主体的学びのあり方が問われる。大人数を対象にした指導は大変だと

思うが、主体的な学びができているかの検証が必要だ。 

 

第２回運営指導員会 

１ 日時  令和２年２月７日（金） 

２ 場所  宝山ホール 

３ 会順 

（１） 課題研究発表会参観（サイエンスリサーチ、ロジックプログラムⅡ） 

（２） 開会のあいさつ 

（３） 委員紹介 

（４） 高校職員紹介 

（５） 意見交換 

   ・第３期ＳＳＨ計画事業報告 

   ・第３期ＳＳＨ計画４年目の展望 

   ・その他 

４ 出席者 

 運営指導員委員（◎は議長） 

氏    名 所            属 職  名 

◎本 間 俊 雄 

木 下 英 二 

岡 村 浩 昭 

橋 本 文 雄 

佐久間 美 明 

高 津    孝 

鹿児島大学大学院理工学研究科 

鹿児島大学工学部 

鹿児島大学理学部 

鹿児島大学農学部 

鹿児島大学水産学部 

鹿児島大学法文学部 

研究科長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 

学部長 
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四反田 撮 史 

鈴 木 敏 之 

鹿児島市立谷山北中学校 

鹿児島県立博物館 

県中理会長 

館長 

５ 主な協議内容 

指導・助言 

  運営指導委員：中間発表より生徒は成長し自信をつけたようだ。先生方の日頃の指導が生徒たち

にも伝わっていることが感じられた。しかし，中学生に錦江湾高校の取組がまだ十

分に伝わっていない。高校説明会等で生徒がプレゼンテーションをする方がインパ

クトはあると思う。英語のプレゼンテーションのチームがあったのは素晴らしかっ

た。国際化への対応の一つとして錦江湾高校がモデルになると思う。 

  運営指導委員：中間発表から成長している。生徒の楽しさが伝わった。実生活の課題と結びつく

ようなテーマ，題材を引き出してほしい。 

  運営指導委員：先行事例についての情報収集が不足している感があった。生徒は先行事例を十分

活用しながら発想・ロジックを駆使して，やる気を前面に出せればそれでいいと思

う。ただ，先行事例がどこまでで自分たちの工夫はどこにあったかを明確にしてほ

しい。 

運営指導委員：ポスターセッションについては興味深いテーマもあり，そこには多くの人が集ま

っていた。中には厳しい意見もあっただろうが，それだけ今後の研究が期待されて

いるということだ。 

運営指導委員：大学では卒論指導は４年生からなので，よく１年生から段階を踏んで頑張ってい

ると思う。今後は高大接続を真剣に考えていかなければならない。本大学もＳＳＨ

で力を付けた生徒を一緒に育てていきたい。 

  運営指導委員：錦江湾高校はＳＳＨで 15 年の歴史を持っている。理系・文系から一つずつ優秀

なサンプル研究を例示してみると，皆が参考とするテキストになるのではないか。 

  運営指導委員：サンプル料（統計量）が少ない研究もあり，統計学の基礎について講習を受ける

機会があると良い。 

  運営指導委員：アンケート結果が下がったとしても，生徒の能力が落ちたとは言えない。生徒の

傾向をみるものとして，課題について対策をたてていくという扱いにすることが大

事だ。 

 

質疑応答 

  運営指導委員：Ⅲ期における数値目標はあるのか。 

  ＳＳＨ事務局：探究の性質上、数値目標は設定していない。設定できるものでもないと思う。 

  運営指導委員：アンケートに自由記述欄はあるのか。課題等の記述があれば，次の指導に活かせ

ると思う。 

  ＳＳＨ事務局：自由記述欄はある。あわせて毎回の活動について記述されたものはポートフォリ

オとして冊子化している。 

  運営指導委員：結果として５つの観点が伸びているが，これは狙いどおりなのか。 

  ＳＳＨ事務局：そうである。 

  運営指導委員：アンケートの「減った」，「増えた」は生徒の絶対評価を反映したものであり，

３年間でどれだけ変化したかを評価することも大事だ。生徒個人の評価，チームの

評価をどう組み合わせているのか。 

  ＳＳＨ事務局：例えば，理数科においては，個人 70％，チーム 30％の割合で評価している。Ｌ

ＡＢノートを毎週使用し，ルーブリックによる評価も行っている。普通科では生徒

の自由な発想，意思で研究を進めているので，どうしても探究の質や意欲に差が生

じてしまう。一方，理数科はしっかりした研究を求めることになるので，大学の先

生方からのアドバイスを受けながら，生徒の主体的な探究心を大切にしていきた

い。 
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課題研究テーマ一覧 

令和元年度 普通科ロジックプログラムⅡ（ＬＰⅡ）課題研究タイトル一覧 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 理数科サイエンスリサーチ（ＳＲ）課題研究テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 研究テーマ
1 滞空時間の長い紙飛行機を目指して
2 小水力発電の効率化の研究
1 炎色分光度計による各金属イオンの定量とその応用に関する研究
2 BSアンテナを用いた太陽の表面温度測定

3
吸水性ポリマーを用いた防災について
　　～シラス・火山灰の土砂流出を防ぐ～

生物 1 ヤンバルトサカヤスデの生態と防除

地学 1
夏季静穏日における鹿児島沿岸の海陸風の特性Ⅱ
　　～喜入はなぜ陸風が吹かないのか？～

1 現代における数学学習の状況について
2 正方形を異なる大きさの正方形に分割する

音楽 1 課題遂行におけるBGMの効果
家庭 1 酵素を用いて肉を柔らかくする研究
体育 1 スポーツにおけるイメージトレーニングの効果について

物理

化学

数学

分野 グループ 研究テーマ

1 第三次世界大戦

2 日本の被差別階層について

3 英語の歴史

4 鹿児島空港の活性化

5 オリンピックが日本経済へ与える影響と鹿児島国体の観光効果

6 カップラーメン　第一次中間報告

7 コンビニの立地条件

8 オリンピックの功罪

9 プロテインについて

10 陸上界の記録向上にともなう走法とシューズの進化

11 速く走るためには

12 免疫について

13 スマートフォンが体に及ぼす影響

14 生活習慣病について

15 薬の副作用

16 思春期のダイエットが体にもたらす影響

17 錯視について

18 バイオテクノロジーの進歩と食品加工の関連性について

19 ダンゴムシの行動実験

20 コアラを助けよう！！

21 蚊が人に与える影響

22 生物の進化と繁殖の関係

23 養生テープを用いたヤスデテープ防除法の改良を目指して

24 アマミノクロウサギと共存するためには

25 虹の謎

26 自然の成り立ち

27 ブラックホールとは

28 クモの巣

29 川と海の境目

30 子どもたちが安全に過ごすために・・・

31 スマホは勉強に必要か？

32 海外の教育の実態

33 世界の待機児童

34 虐待反対

35 赤ちゃんの行動について

36 未成年の自殺

37 音楽が赤ちゃんに与える影響

38 効率の良い暗記方法について

自然科学

保健・教育

人文科学

社会科学

スポーツ科学

医療科学

生命科学
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錦江湾高等学校　普通科

1

共通 文系 理系 文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ◎ 4 5 5 5

現 代 文 B 4 3 3 3 2 6 5

古 典 Ｂ 4 3 2 3 2 6 4

世 界 史 Ａ ◎ 2 2 2 2

世 界 史 B 4 - - - -        -        -

日 本 史 A ○ 2 - - -

日 本 史 B 4   ② - ③ - ③ - ③ - ③ 　②  　 ⑥ 　②  　 ⑥

地 理 Ａ ○ 2 - - -

地 理 Ｂ 4 - - - -        -        -

倫 理 ◎ 2 3 2 3 2

政 治 ・ 経 済 ◎ 2 3 2 3 2

数 学 Ⅰ ◎ 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 2 3 3 6 4

数 学 Ⅲ 5 1 5 6

数 学 Ａ 2 1 1 1 1 3 2

数 学 Ｂ 2 2 1 1 2 3 3

科 学 と 人 間 生 活 ◎ 2 2 2 2

物 理 基 礎 ○ 2  - -

物 理 4 -   -

化 学 基 礎 ○ 2 2  2

化 学 4 1 4 5

生 物 基 礎 ○ 2 2  -③ 2 　④ 4 -③　　④

生 物 4 -   -

地 学 基 礎 ○ 2 2 2 4

地 学 4

体 育 3 2 3 2 2 7 8

保 健 ◎ 2 1 1 1 2 2

音 楽 Ⅰ ○ 2 - - - -

音 楽 Ⅱ 2 -

美 術 Ⅰ ○ 2 -② -① -③ -②

美 術 Ⅱ 2 -② ②

書 道 Ⅰ ○ 2 - - - -

書 道 Ⅱ 2 -

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅰ ◎ 3 3 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 3 4 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅲ 4 4 3 4 3

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 4 4

家庭 家 庭 基 礎 ◎ 2 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 ◎ 2 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠで代替する。

29 31 31 31 31 91 91

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅠ 3 3 3 3

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅡ 1 1 1 1 1

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅢ 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 5 5

総学 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ･Ⅱ･Ⅲで代替する

32 32 32 32 32 96 96
特別活動 1 1 1 1 1 3 3

33 33 33 33 33 99 99

科 目 単 位 数 計

H　R　活　動

週あたり総時数

科 目 単 位 数 計

錦江湾学 3～6

合　　　　　　　　計

学校

設定

教科

ﾛｼﾞｯｸ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　理系は２年次で選択した「基

礎の付く科目」に対応する「基
礎の付かない科目」１科目を選

択履修する。

 　２年次理系では化学基礎の

履修後に化学を履修する。

保
体

◎7～8

芸
術

　１年次の音楽Ⅰ,美術Ⅰ,書道

Ⅰについては１科目選択履修

する。

　２年次文系では１年次に選択
した科目と同様の科目を継続

履修する。

外
国
語

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

地
理
歴
史

　日本史Ａ，地理Ａについては１
科目選択履修する。

　世界史Ｂ，日本史Ｂ，地理Ｂに

ついては１科目選択し，２年次，
３年次継続履修する

公
民

数
学

　数学Ⅱは数学Ⅰを履修後に

履修する。数学Ⅲは数学Ⅱを

履修後に履修する。

理
科

入学年度 平成29年度

備　　考
教　科 科　　　目

学年 2 3 合計

標準単位



- 57 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦江湾高等学校　普通科

1

共通 文系 理系 文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ◎ 4 5 5 5

現 代 文 B 4 3 3 3 2 6 5

古 典 Ｂ 4 3 3 3 2 6 5

世 界 史 Ａ ◎ 2 2 2 2

世 界 史 B 4 - - - -        -        -

日 本 史 A ○ 2 - - -

日 本 史 B 4   ② - ③ - ③ - ③ - ③ 　②  　 ⑥ 　②  　 ⑥

地 理 Ａ ○ 2 - - -

地 理 Ｂ 4 - - - -        -        -

倫 理 ◎ 2 3 2 3 2

政 治 ・ 経 済 ◎ 2 3 2 3 2

数 学 Ⅰ ◎ 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 2 3 3 6 4

数 学 Ⅲ 5 1 5 6

数 学 Ａ 2 1 1 1 1 3 2

数 学 Ｂ 2 2 1 1 2 3 3

科 学 と 人 間 生 活 ◎ 2 2 2 2

物 理 基 礎 ○ 2  - -

物 理 4 -   -

化 学 基 礎 ○ 2 2  2

化 学 4 1 4 5

生 物 基 礎 ○ 2 2  - ③ 2 　④ 4 -③    ④

生 物 4 -  -

地 学 基 礎 ○ 2 2 2 4

地 学 4

体 育 3 2 2 2 2 7 7

保 健 ◎ 2 1 1 1 2 2

音 楽 Ⅰ ○ 2 - - - -

音 楽 Ⅱ 2 -

美 術 Ⅰ ○ 2 -② -① -③ -②

美 術 Ⅱ 2 -② ②

書 道 Ⅰ ○ 2 - - - -

書 道 Ⅱ 2 - 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅰ ◎ 3 3 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 3 4 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅲ 4 4 3 4 3

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 4 4

家庭 家 庭 基 礎 ◎ 2 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 ◎ 2 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠで代替する。

29 31 31 31 31 91 91

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅠ 3 3 3 3

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅡ 1 1 1 1 1

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅢ 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 5 5

総学 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ･Ⅱ･Ⅲで代替する

32 32 32 32 32 96 96
特別活動 1 1 1 1 1 3 3

33 33 33 33 33 99 99

入学年度 平成30年度

備　　考
教　科 科　　　目

学年 2 3 合計

地
理
歴
史

　日本史Ａ，地理Ａについては１
科目選択履修する。
　世界史Ｂ，日本史Ｂ，地理Ｂに

ついては１科目選択し，２年次，
３年次継続履修する

公
民

標準単位

　数学Ⅱは数学Ⅰを履修後に
履修する。数学Ⅲは数学Ⅱを

履修後に履修する。

科 目 単 位 数 計

　理系は２年次で選択した「基

礎の付く科目」に対応する「基
礎の付かない科目」１科目を選
択履修する。

 　２年次理系では化学基礎の
履修後に化学を履修する。

保
体

◎7～8

芸
術

　１年次の音楽Ⅰ,美術Ⅰ,書道
Ⅰについては１科目選択履修

する。
　２年次文系では１年次に選択
した科目と同様の科目を継続

履修する。

外
国
語

理
科

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

錦江湾学 3～6

合　　　　　　　　計

H　R　活　動

数
学

週あたり総時数

科 目 単 位 数 計

学校

設定

教科

ﾛｼﾞｯｸ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
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錦江湾高等学校　普通科

1

共通 文系 理系 文系 理系 文系 理系

国 語 総 合 ◎ 4 5 5 5

現 代 文 B 4 3 3 3 2 6 5

古 典 Ｂ 4 3 3 3 2 6 5

世 界 史 Ａ ◎ 2 2 2 2

世 界 史 B 4 3- 3- 3- 3- 0，6 0，6

日 本 史 A ○ 2 2- 0，2 0，2

日 本 史 B 4  3- 3- 3- 3- 0，6 0，6

地 理 Ａ ○ 2 2- 0，2 0，2

地 理 Ｂ 4 3- 3- 3- 3- 0，6 0，6

倫 理 ◎ 2 3 2 3 2

政 治 ・ 経 済 ◎ 2 3 2 3 2

数 学 Ⅰ ◎ 3 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 2 3 3 6 4

数 学 Ⅲ 5 1 5 6

数 学 Ａ 2 1 1 1 1 3 2

数 学 Ｂ 2 2 1 1 2 3 3

科 学 と 人 間 生 活 ◎ 2 2 2 2

物 理 基 礎 ○ 2  2- 0，2

物 理 4      1-  4- 0，5

化 学 基 礎 ○ 2  2  2

化 学 4  1      4 5

生 物 基 礎 ○ 2 2  2- 2 4 0，2

生 物 4      1-  4- 0，5

地 学 基 礎 ○ 2 2 2 4

体 育 3 2 2 2 2 7 7

保 健 ◎ 2 1 1 1 2 2

音 楽 Ⅰ ○ 2 2- 1- 0，3 0，2

音 楽 Ⅱ 2 2- 0，2

美 術 Ⅰ ○ 2 2- 1- 0，3 0，2

美 術 Ⅱ 2 2- 0，2

書 道 Ⅰ ○ 2 2- 1- 0，3 0，2

書 道 Ⅱ 2 2- 0，2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅰ ◎ 3 3 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 3 4 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅲ 4 4 3 4 3

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2 2 4 4

家庭 家 庭 基 礎 ◎ 2 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 2 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠで代替する。

29 31 31 31 31 91 91

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅠ ◎ 3 3 3 3

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅡ 1 1 1 1 1

＊ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸ ﾞﾗﾑⅢ 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 5 5

総探 ﾛｼﾞｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ･Ⅱ･Ⅲで代替する。

32 32 32 32 32 96 96

特別活動 1 1 1 1 1 3 3

33 33 33 33 33 99 99

合　　　　　　　　計

H　R　活　動

週あたり総時数

科 目 単 位 数 計

学校

設定

教科

ﾛｼﾞｯｸ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

科 目 単 位 数 計

錦江湾学 3～6

　２年次理系の物理基礎と生物

基礎については１科目選択し，

「基礎の付く科目」の履修後に

対応する「基礎の付かない科

目」を３年まで継続履修する。

 　２年次理系では化学基礎の

履修後に化学を履修する。

保
体

◎7～8

芸
術

　音楽Ⅰ,美術Ⅰ,書道Ⅰについ

ては１年次に１科目選択し，２

年次文系は継続履修とする。

　３年次文系では１年次に選択

した科目に対応するⅡの科目

を履修する。

外
国
語

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

地
理
歴
史

　日本史Ａ，地理Ａについては１

科目選択履修する。

　世界史Ｂ，日本史Ｂ，地理Ｂに

ついては１科目選択し，２年次，

３年次継続履修とする。

公
民

数
学

　数学Ⅱは数学Ⅰを履修後に

履修する。数学Ⅲは数学Ⅱを

履修後に履修する。

理
科

入学年度 令和元年度

備　　考
教　科 科　　　目

学年 2 3 合計

標準単位
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錦江湾高等学校　理数科

国 語 総 合 ◎ 4 5 5

現 代 文 B 4 2 2 4

古 典 Ｂ 4 2 2 4

世 界 史 Ａ ◎ 2 2 2

日 本 史 Ｂ ○ 4  -②  -②  -④

地 理 Ｂ ○ 4  -  -  -

倫 理 ◎ 2 2 2

政 治 ・ 経 済 ◎ 2 2 2

体 育 3 2 2 7

保 健 ◎ 2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○ 2  -  -

美 術 Ⅰ 〇 2  - ②  - ②

書 道 Ⅰ ○ 2  -  -

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅰ ◎ 3 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅲ 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 4

家庭 家 庭 基 礎 ◎ 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 ◎ 2 ﾍﾞｰｼｯｸｻｲｴﾝｽで代替する。

20 17 16 53

理 数 数 学 Ⅰ 5 5

理 数 数 学 Ⅱ 5 5 10

理 数 数 学 特 論 1 2 2 5

理 数 物 理 - - -

理 数 化 学 3 4 7

理 数 生 物 -③ -④ -⑦

理 数 地 学 3 3

＊ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｯ ｸ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ 3 3 3

＊ サ イ エ ンス リ サ ー チ 2 2 2

＊ サ イ エ ンス キ ャ リ ア 1 1 1

12 15 16 43

総学
ﾍﾞｰｼｯｸｻｲｴﾝｽ，ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ，

ｻｲｴﾝｽｷｬﾘｱで代替する。

32 32 32 96

特別活動 1 1 1 3

33 33 33 99

科 目 単 位 数 計

錦江湾学 3～6

合　　　　計

H　R　活　動

週あたり総時数

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開

設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

理
数

◎4～9 　理数数学特論は理数数学Ⅰ

の履修後に履修する。
　理数物理，理数生物について
は，１科目選択し，２年次，３年

次継続履修する。

8～15

3～6

○4～8

◎4～8

○4～8

○4～8

芸
術

　音楽Ⅰ,美術Ⅰ,書道Ⅰについ

ては１科目選択履修する。

外
国
語

科　目　単　位　数　計

標準単位

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

地
理
歴
史

　日本史B，地理Bについては１
科目選択し２年次，３年次継続
履修する。

公
民

保
体

◎7～8

入学年度 平成29・30年度

備　　考
教　科 科　　　目

学年
1 2 3 合計
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錦江湾高等学校　理数科

国 語 総 合 ◎ 4 5 5

現 代 文 B 4 2 2 4

古 典 Ｂ 4 2 2 4

世 界 史 Ａ ◎ 2 2 2

日 本 史 Ｂ ○ 4 2- 2- 0，4

地 理 Ｂ ○ 4 2- 2- 0，4

倫 理 ◎ 2 2 2

政 治 ・ 経 済 ◎ 2 2 2

体 育 3 2 2 7

保 健 ◎ 2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○ 2 2- 0，2

美 術 Ⅰ 〇 2 2- 0，2

書 道 Ⅰ ○ 2 2- 0，2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅰ ◎ 3 3 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅱ 4 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ﾝ英語Ⅲ 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 4

家庭 家 庭 基 礎 ◎ 2 2 2

情報 社 会 と 情 報 2 ﾍﾞｰｼｯｸｻｲｴﾝｽで代替する。

20 17 16 53

理 数 数 学 Ⅰ 5 5

理 数 数 学 Ⅱ 5 5 10

理 数 数 学 特 論 1 2 2 5

理 数 物 理 　3- 　4- 0，7

理 数 化 学 　　　3 　　　4 7

理 数 生 物 　3- 　4- 0，7

理 数 地 学 3 3

課 題 研 究

＊ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｯ ｸ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ ◎ 3 3 3

＊ サ イ エ ンス リ サ ー チ 2 2 2

＊ サ イ エ ンス キ ャ リ ア 1 1 1

12 15 16 43

総探
ﾍﾞｰｼｯｸｻｲｴﾝｽ，ｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁ，

ｻｲｴﾝｽｷｬﾘｱで代替する。

32 32 32 96

特別活動 1 1 1 3

33 33 33 99週あたり総時数

◎1～3

科 目 単 位 数 計

錦江湾学 3～6

合　　　　計

H　R　活　動

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ

れ
る
各
教
科
・
科
目

理
数

◎4～9 　理数数学特論は理数数学Ⅰ

の履修後に履修する。

　理数物理，理数生物について

は，１科目選択し，２年次，３年

次の継続履修とする。

　課題研究はｻｲｴﾝｽﾘｻｰﾁで代

替する。

8～15

3～6

○4～8

◎4～8

○4～8

◎4～8

芸
術

　音楽Ⅰ,美術Ⅰ,書道Ⅰについ

ては１科目選択履修する。

外
国
語

科　目　単　位　数　計

標準単位

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

地
理
歴
史

　日本史B，地理Bについては１

科目選択し，２年次，３年次の

継続履修とする。

公
民

保
体

◎7～8

入学年度 令和元年度

備　　考
教　科 科　　　目

学年
1 2 3 合計


